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一
、

遺
構
の
分
布
状
況
と
建
立
年
代

　
東

北
・
関
東
地
方
（
便
宜
上
新
潟
県
を
含
め
る
）
に
は
、
五
重
塔
六
基
・
三

重
塔
一
七
基
・
多
宝
塔
七
基
・
宝
塔
一
基
、
合
わ
せ
て
三
一
基
の
近
世
仏
塔
が

　
　
　
　
　
じ

残

さ
れ
て
い
る
。
東
北
六
県
で
は
宮
城
県
、
関
東
七
県
で
は
群
馬
県
に
一
基
も

な
い
が
、
こ
れ
は
中
世
以
前
の
遺
構
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
五
重
塔
は
関

東
地
方
に
四
基
あ
っ
て
、
他
地
方
に
比
べ
て
数
が
多
い
。
工
事
費
が
か
さ
み
、

技
術
的
に

も
む
ず
か
し
い
五
重
塔
で
あ
る
が
、
幕
府
の
膝
元
で
あ
る
だ
け
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

比
較
的
多
く
建
て
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
本
門
寺
・
旧
寛
永

寺
両

五
重
塔
は
幕
府
の
作
事
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
し
、
東
照
宮
五
重
塔
が
幕

府
の
命
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
多
宝
塔
は
、

東
北
地
方
に

は
一
基
し
か
な
く
、
関
東
地
方
で
は
ほ
ぼ
各
県
に
一
基
の
割
で
残

さ
れ
て
い
る
。
東
京
都
に
は
多
宝
塔
が
無
い
か
わ
り
、
全
国
的
に
も
数
の
少
な

い
本
格
的
な
宝
塔
が
一
基
残
さ
れ
て
い
る
。
多
宝
塔
は
、
遺
構
で
み
る
と
地
域

的

な
片
寄
り
が
顕
著
で
、
中
世
以
前
も
含
め
た
八
二
基
の
う
ち
、
愛
知
・
京

都
・
大
阪
・
兵
庫
・
和
歌
山
の
五
府
県
で
半
数
の
四
一
基
を
占
め
て
お
り
、
東

北
・
関
東
地
方
に
は
二
二
基
し
か
な
い
。

　
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
三
一
基
の
う
ち
桃
山
時
代
及
び
江
戸
時
代
初
・
中

期

が
一
五
基
、
江
戸
時
代
後
・
末
期
が
一
六
基
で
、
近
世
前
半
と
後
半
が
ほ
ぼ
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①

半
々
と
な
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
遺
構
の
ほ
か
、
東
北
・
関
東
地
方
の
塔
の
資
料
と
し
て
、
昭

和
三
十
二
年
に
焼
失
し
た
感
応
寺
五
重
塔
（
東
京
都
台
東
区
谷
中
、
寛
政
三
年
）

の

安
政
三
年
の
古
図
（
縮
尺
二
〇
分
の
一
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）
と
、

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
円
蔵
寺
三
重
塔
（
福
島
県
河
沼
郡
柳
津
町
）
の
板
図

（
文
政
頃
、
縮
尺
一
〇
分
の
一
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
大
工
と
彫
物
師

　
東
北
・
関
東
地
方
の
近
世
仏
塔
三
一
基
の
う
ち
、
建
立
に
関
与
し
た
大
工
の

名
前
が
判
明
す
る
の
は
、
五
重
塔
四
基
・
三
重
塔
一
二
基
・
多
宝
塔
五
基
・
宝

塔
一
基
の
合
わ
せ
て
二
二
基
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
門
寺
・
寛
永
寺
両
五
重

塔
は
前
述
の
よ
う
に
、
幕
府
が
造
営
し
た
も
の
で
、
前
者
に
は
鈴
木
近
江
守
長

次

（御
大
工
）
と
三
鬼
島
長
門
守
（
棟
梁
）
、
後
者
に
は
甲
良
豊
後
守
宗
広
（
大

工
）
と
甲
良
宗
久
（
棟
梁
）
の
名
が
み
え
る
。
同
じ
幕
府
の
関
係
で
も
東
照
宮

五
重
塔
は
若
狭
藩
主
酒
井
忠
進
が
造
営
を

受
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
工
棟
梁
は

同
藩
出
入
り
の
江
戸
神
田
の
大
久
保
喜
平
治
で
あ
る
。

　

ま
た
、
乙
宝
寺
三
重
塔
に
つ
い
て
は
、
棟
札
に
大
工
京
都
小
嶋
近
江
守
藤
原

吉
正
と
あ
る
の
で
、
京
都
の
大
工
が
建
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
塔
の

造
営
に
は
村
上
藩
主
堀
直
寄
が
関
与
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
四
塔
の
ほ
か
は
、
各
遺
構
の
地
元
あ
る
い
は
近
国
の
大
工
の
手
に
な

る
も
の
ら
し
い
。
以
下
、
北
の
方
か
ら
順
に
み
て
い
く
と
、

　
一
　
慈
恩
寺
三
重
塔
　
棟
札
に
匠
長
当
山
布
川
豊
真
と
あ
る
。
文
政
八
年
の

　
　
同
塔
絵
図
に
は
吉
田
村
（
現
西
村
山
郡
河
北
村
）
渡
辺
熊
蔵
と
あ
る
の
は

　
　
設
計
者
で
あ
ろ
う
。

　
二
　
安
久
津
八
幡
宮
三
重
塔
　
大
工
棟
梁
は
伊
達
鳥
取
村
（
現
在
の
福
島
県

　
　
伊
達
郡

国
見
町
）
の
山
口
右
源
司
。
国
見
町
は
塔
の
あ
る
山
形
県
東
置
賜

　
　
郡
高
畠
町
の
す
ぐ
東
に
あ
た
る
。

　
三
　
安
洞
院
多
宝
塔
　
寺
伝
に
い
う
藤
原
右
源
次
は
住
所
・
姓
が
不
明
で
あ

　
　
る
が
、
塔
の
所
在
地
や
建
立
年
次
か
ら
す
る
と
、
安
久
津
八
幡
宮
三
重
塔

　
　
を
建
て
た
山
口
右
源
司
と
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

　
四

　
法
用
寺
三
重
塔
　
板
図
に
大
工
棟
梁
当
国
田
］
山
次
衛
門
・
越
口
仙
七
と

　
　
あ
る
の
で
、
会
津
の
大
工
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
五
　
楽
法
寺
多
宝
塔
　
大
工
棟
梁
柴
山
播
磨
正
始
治
は
地
元
真
壁
郡
大
曽
根

　
　
村
（
現
大
和
村
）
の
大
工
で
、
笠
間
稲
荷
神
社
本
殿
（
笠
間
市
、
万
延
元

　
　
年
）
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

　
六
　
薬
王
院
三
重
塔
と
新
勝
寺
三
重
塔
　
両
塔
と
も
大
工
は
薬
王
院
に
ほ
ど

　
　
近
い
常
陸

国
中
郡
羽
黒
村
（
現
茨
城
県
西
茨
城
郡
岩
瀬
町
）
の
桜
井
瀬
左

　
　
衛
門
。
桜
井
瀬
左
衛
門
は
前
記
楽
法
寺
の
本
堂
（
宝
永
四
年
）
な
ど
も
手
掛
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三、柱問寸法と柱長さ

　
　

け
て

い
る
。

　
七
　
高
勝
寺
三
重
塔
　
露
盤
銘
に
江
戸
神
田
の
大
工
小
幡
仁
左
衛
門
と
、
塔

　
　
大

工
と
し
て
下
野
国
駒
場
村
（
現
足
利
市
）
の
大
山
平
六
の
名
が
あ
る
。

　
八
　
観
音
経
寺
三
重
塔
　
棟
梁
は
地
元
芝
山
町
山
中
の
清
宮
吉
兵
衛
。

　
九
　
那
古
寺
多
宝
塔
　
棟
梁
大
工
と
し
て
府
中
（
現
在
の
安
房
郡
三
芳
村
）

　
　
の

上
野
庄
右
衛
門
ほ
か
地
元
近
在
の
六
人
の
名
が
み
え
る
。
三
芳
村
府
中

　
　

は
館
山
市
の
す
ぐ
北
隣
り
。

　
十
　
西
福
寺
三
重
塔
　
大
工
は
江
戸
牛
込
水
道
町
の
内
木
市
兵
衛
。

　

十
一
　
本
門
寺
宝
塔
　
工
匠
と
し
て
地
元
池
上
の
山
本
新
七
信
盛
と
山
本
卯

　
　
之
助
清
仲
の
名
が
あ
る
。

　
十
二
　
最
乗
寺
多
宝
塔
　
大
工
棟
梁
は
藤
沢
の
相
模
匠
藤
原
直
行
林
嘉
右
衛

　
　
門
。

　
十
三
　
妙
宣
寺
五
重
塔
　
同
じ
佐
渡
の
相
川
（
現
佐
渡
郡
相
川
村
）
の
茂
左

　
　
衛
門
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
吉
八
幡
神
社
三
重
塔
・
成
就
寺
三
重
塔
・
長
谷
寺
多
宝
塔
に

つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
工
の
名
前
は
判
明
す
る
が
、
何
処
の
人
か
は
明
ら
か

で
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
東
北
・
関
東
地
方
の
近
世
仏
塔
は
、
他
地
方
に
比
べ
る
と
彫
刻
類

を
付
け
た
装
飾
性
の
強
い
遣
構
が
多
い
。
こ
れ
は
仏
塔
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
近
世
の
社
寺
建
築
全
般
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
彫

刻
が
多
い
の
は
、
五
重
塔
で
は
妙
宣
寺
塔
、
三
重
塔
で
は
普
門
寺
・
薬
王
院
・

不
動
院
・
新
勝
寺
・
観
音
経
寺
各
塔
、
多
宝
塔
で
は
安
洞
院
・
那
古
寺
・
最
乗

寺
・
長
谷
寺
各
塔
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
彫
物

師
の
名
前
が
判
明
す
る
も
の
は
少
な
く
、
新
勝
寺
・
最
乗
寺
両
塔
だ
け
で
あ
る
。

前
者
は
円
哲
無
関
、
後
者
は
後
藤
豊
次
郎
、
い
ず
れ
も
江
戸
の
人
で
あ
る
。
た

だ

し
、
彫
物
師
が
ど
の
彫
刻
を
担
当
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
新
勝
寺
三
重

塔
と
同
じ
大
工
が
建
て
た
薬
王
院
三
重
塔
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
心
柱
墨

書
の
全
文
が
読
み
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
判
明
し
な
い
。

三
、
柱
間
寸
法
と
柱
長
さ

θ
　
五
　
重
　
塔

　
六
基
の
五
重
塔
に
つ
い
て
初
重
総
間
を
み
る
と
、
妙
宣
寺
塔
一
一
・
五
五

尺
、
最
勝
院
塔
一
八
・
九
二
尺
の
ほ
か
は
四
基
と
も
ほ
ぼ
一
六
尺
で
あ
る
。
初

重
総
間
一
六
尺
は
、
　
「
匠
明
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
近
世
に
お
い
て
は
五

重
塔
の
標
準
的
な
規
模
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
四
基
の
枝
割
を
み
る
と
、
初
重

は

本
門
寺
・
法
華
経
寺
両
塔
が
三
七
枝
、
旧
寛
永
寺
塔
が
三
四
枝
、
東
照
宮
塔

が

三
二
枝
で
、
東
照
宮
塔
は
一
枝
五
寸
と
し
て
丁
度
一
六
尺
の
完
数
と
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
旧
寛
永
寺
塔
は
一
枝
四
・
七
寸
、
法
華
経
寺
塔
は
一
枝
四
・
三
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近世仏塔の意匠と構造（2）

五
寸

と
し
て
、
総
間
寸
法
を
で
き
る
だ
け
一
六
尺
に
近
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
東
照
宮
・
法
華
経
寺
・
旧
寛
永
寺
三
塔
は
い
ず
れ
も
、
二
重
以
上
は
各
重

各
間
で
一
枝
ず
つ
減
ら
し
て
い
る
。
東
照
宮
・
法
華
経
寺
両
塔
は
五
重
の
み
扇

　
　
　
　
め

垂
木
で
あ
る
が
、
柱
間
寸
法
は
枝
割
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。
本
門
寺
塔

は
、
初
重
を
一
六
尺
の
完
数
と
し
、
中
央
間
二
二
枝
・
脇
間
二
一
枝
に
比
例
配

分

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
重
以
上
は
扇
垂
木
で
、
実
測
値
に
や
や
バ
ラ
ッ

キ

が

み

ら
れ
る
が
、
法
華
経
寺
塔
と
同
じ
枝
数
で
割
付
け
て
い
る
。

　
最
勝
院
・
妙
宣
寺
両
塔
は
、
初
重
総
間
の
寸
法
を
尺
の
完
数
と
す
る
の
で
は

な
く
、
一
枝
寸
法
を
そ
れ
ぞ
れ
四
・
三
寸
、
三
・
六
寸
と
し
て
決
め
た
の
で
あ

ろ

う
。
二
重
以
上
の
逓
減
は
両
塔
と
も
区
々
で
、
最
勝
院
塔
は
五
重
を
初
重
の

丁
度
半
分
と
し
て
計
画
し
、
そ
の
間
は
適
当
に
減
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
四
枝
の
半
分
二
二
枝
を
減
ら
す
に
は
、
各
重
同
一
に
す
る
と
五
枝
半
ず
つ
と

端
数
が
で

る
た
め
、
こ
う
し
た
逓
減
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
妙
宣
寺
塔
は
少

々
や
や
こ
し
く
、
初
重
と
五
重
は
中
央
間
・
脇
間
の
一
枝
寸
法
が
同
じ
で
あ
る

が
、
二
～
四
重
は
違
っ
て
お
り
、
初
重
・
五
重
と
同
じ
三
・
六
寸
と
別
の
四
・

〇
五
寸
と
二
種
の
　
枝
寸
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
何
故
に
こ
う
な
っ
て
い
る
の

か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
高
さ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
高
さ
は
容
易
に
実
測
で
き
な
い
の

で
、
柱
長
さ
（
縁
上
～
台
輪
上
）
だ
け
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
初
重
の
柱
長
さ

は
総
間
の
○
・
四
一
～
○
・
五
六
で
あ
る
が
、
と
く
に
小
さ
い
値
を
示
す
最
勝

院
塔
を
除
く
と
○
・
五
〇
～
○
・
五
六
と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
一
定
に
な
る
。
最
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24

院
塔
は
規
模
の
割
に
は
木
割
が
細
く
、
上
重
の
逓
減
が
特
別
に
大
き
い
が
、
初
　
2

重
は
立
ち
が
低
く
、
横
に
長
い
比
例
を
も
つ
。

　
感
応
寺
塔
の
古
図
に
つ
い
て
み
る
と
、
初
重
総
間
は
一
八
尺
・
三
四
枝
、
一

枝

五
・
三
寸
で
、
逓
減
は
二
重
の
み
二
枝
ほ
か
は
三
枝
（
五
重
の
軒
は
扇
垂

木
）
、
初
重
の
柱
長
さ
は
総
間
の
○
・
五
に
相
当
す
る
。
や
や
大
型
の
五
重
塔

で
あ
る
が
、
枝
割
等
は
他
の
遺
構
と
と
く
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

㈲
　
三
　
重
　
塔

　
一
七
基
の
三
重
塔
に
つ
い
て
初
重
総
間
の
寸
法
を
み
る
と
、
五
・
四
〇
尺
か

ら
一
八
・
五
尺
ま
で
あ
っ
て
、
一
尺
ご
と
（
寸
以
下
は
四
捨
五
入
）
に
分
け
る

と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、
　
一
四
尺
級
と
一
五
尺
級
が
各
四

基

基

基

基

基

基

基

基

基

級

級

級

級

級

級

級

級
級

尺

尺

尺

尺

尺

尺

尺

尺

尺

5
7
1
0
　
1
2
　
1
3
1
4
1
5
　
1
7
1
8



三、柱間寸法と柱長さ

基
、
一
二
尺
級
・
＝
二
尺
級
が
各
二
基
と
な
り
、
こ
の
あ
た
り
が
東
北
・
関
東

地
方
の
近
世
三
重
塔
の
平
均
と
い
え
る
。
最
も
小
さ
い
五
尺
級
の
普
門
寺
塔

は
、
屋
外
に
建
て
ら
れ
た
三
重
塔
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
全
国
で
も
最
小
の
塔

で
あ
ろ
う
。
次
い
で
小
さ
い
七
尺
級
の
成
就
院
塔
は
、
初
重
柱
間
を
二
間
、

二
重
・
三
重
を
一
間
と
す
る
な
ど
、
層
塔
の
一
般
形
式
と
は
異
な
る
。

　
初
重
総
間
の
寸
法
は
端
数
の
付
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
五
重
塔
の
よ
う
に

明
ら
か
に
尺
の
完
数
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
、
旧
四
本

竜
寺
塔
は
一
八
尺
を
予
定
し
て
、
一
枝
寸
法
四
・
七
五
寸
、
三
八
枝
と
し
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

　
枝
割
に
つ
い
て
は
、
初
重
を
中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
一
〇
枝
・
総
間
三
二
枝

と
す
る
も
の
が
八
基
あ
っ
て
最
も
多
い
が
、
二
重
以
上
は
か
な
り
区
々
で
、
中

国
・
四
国
地
方
で
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
た
、
各
間
を
二
枝
ず
つ
減
ら
し
た
も
の

と
し
て
は
、
西
福
寺
・
日
吉
八
幡
神
社
両
塔
し
か
な
い
。
残
る
六
基
の
う
ち
、

慈
恩
寺
・
観
音
教
寺
両
塔
は
二
重
以
上
を
各
間
で
一
枝
ず
つ
減
ら
し
て
お
り
、

逓
減
率
は
最
も
小
さ
い
。
高
勝
寺
・
法
用
寺
両
塔
は
一
枝
寸
法
が
同
じ
で
あ
る

が
、
二
重
以
上
の
枝
割
は
異
な
る
。
法
用
寺
塔
は
三
重
が
扇
垂
木
で
、
三
重
も

下
重
の

枝
割
に

よ
っ
て
柱
間
寸
法
を
決
め
て
い
る
点
は
ほ
か
と
変
ら
な
い
が
、

半
枝
の
端
数
が
で
る
点
が
珍
し
い
。
安
久
津
八
幡
宮
塔
は
二
重
で
中
央
間
二

枝
・
脇
間
一
枝
、
三
重
で
各
間
一
枝
ず
つ
減
ら
し
て
い
る
が
、
　
こ
れ
は
「
匠

明
」
に
示
す
枝
割
と
同
じ
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
例
の
少
な
い
遺
構
と
い
え
る

（
た
だ

し
、
三
重
は
扇
垂
木
）
。

　
乙
宝
寺
・
安
楽
寺
両
塔
は
、
初
重
中
央
間
一
〇
枝
・
脇
間
八
枝
・
総
間
二
六

枝
で
、
二
重
以
上
を
各
間
一
枝
ず
つ
減
ら
す
枝
割
が
同
じ
で
あ
り
、
一
枝
寸
法

も
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
大
工
の
手
に
な
る
薬
王
院
塔
と
新
勝

寺
塔
は
枝
割
が
同
じ
で
、
初
重
中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
八
枝
・
総
間
二
八
枝
、

二
重
以

上
各
間
を
一
枝
ず
つ
減
ら
し
て
い
る
が
、
一
枝
寸
法
は
異
な
る
。
新
勝

寺
塔
は
各
重
と
も
板
軒
で
あ
る
が
、
軒
支
輪
を
本
支
輪
と
し
、
軒
先
に
は
垂
木

の

木
口
を
造
り
出
し
て
い
る
の
で
、
枝
割
が
分
か
る
。
初
重
総
間
の
寸
法
は
薬

王
院
一
五
・
〇
九
尺
、
新
勝
寺
一
四
・
一
四
尺
、
共
に
尺
の
完
数
に
は
な
っ
て

い

な
い
。
両
塔
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
尺
級
・
一
四
尺
級
の

規
模
を

予
定

し
、
各
重
各
間
の
枝
数
は
す
で
に
決
ま
り
が
あ
る
か
ら
、
　
一
枝
寸

法
を

加
減

し
て
予
定
の
規
模
に
近
づ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、

備
前
邑
久
の

大

工

田
淵
一
族
が
建
て
た
中
国
・
四
国
地
方
の
三
塔
で
も
同
様
で

あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
柱
長
さ
（
縁
上
～
台
輪
上
）
の
比
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
初
重
で
は

総

間
の
○
・
五
〇
～
○
・
九
四
で
あ
る
が
、
○
・
九
四
の
普
門
寺
塔
と
○
・
七

一
の

高
蔵
寺
塔
を
除
く
と
○
・
五
〇
～
○
・
六
六
と
な
り
、
五
重
塔
と
同
じ
か

少
し
大
き
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
普
門
寺
塔
は
規
模
が
例
外
的
に
小
さ
い

た
め
軸
部

を
特
別
に
高
く
し
た
も
の
で
、
他
の
塔
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
二

重
・
三
重
の
柱
長
さ
は
、
二
重
が
初
重
柱
長
さ
の
○
・
四
〇
五
～
○
・
五
五
で
、
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近世仏塔の意匠と構造（2）

三
重
は

そ
れ
と
同
じ
か
少
し
小
さ
い
。
一
七
基
の
中
で
は
最
大
の
規
模
を
も
つ

旧
四
本
竜
寺
塔
は
、
各
重
と
も
柱
長
さ
が
最
小
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
薬
王
院
塔
と
新
勝
寺
塔
は
初
重
、
二
重
・
三
重
と
も
少
し
比
例
が
異
な
る
。

　
円
蔵
寺
塔
板
図
を
み
る
と
、
初
重
総
間
一
七
・
六
尺
で
規
模
が
か
な
り
大
き

く
、
枝
割
は
「
匠
明
」
と
同
じ
で
あ
る
（
た
だ
し
、
三
重
は
扇
垂
木
）
。
柱
長

さ
の
比
例
は
前
記
の
数
値
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

◎
　
多
　
宝
　
塔

　
下
重
の
総
間
寸
法
に
つ
い
て
は
、
　
一
〇
尺
級
・
一
三
尺
・
一
四
尺
級
・
一
六

尺
級
・
二
〇
尺
級
・
二
一
尺
・
二
三
尺
各
一
基
ず
つ
で
、
大
規
模
な
も
の
が
か

な
り
多
い
。
と
く
に
二
三
尺
の
鍍
阿
寺
塔
は
、
根
来
寺
塔
な
ど
の
大
塔
形
式
を

除

く
と
全
国
で
も
最
大
規
模
の
多
宝
塔
遺
構
で
あ
る
。
中
国
・
四
国
地
方
も
合

わ
せ
て

考
え
る
と
、
近
世
の
方
が
中
世
よ
り
も
大
規
模
な
多
宝
塔
が
建
て
ら
れ

た
ら
し
い
。

　
下
重
柱
間
の
枝
割
に
つ
い
て
は
、
七
基
中
四
基
が
中
央
間
一
六
枝
・
脇
間
一

二
枝
・
総
間
四
〇
枝
と
し
て
お
り
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
枝
数
を

と
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
、
規
模
の
大
小
に
ょ
っ
て
ふ
た
通
り
の
枝
割
を
示

す

「
匠
明
」
と
は
異
な
る
。
前
記
の
枝
割
を
も
つ
遺
構
は
、
中
国
・
四
国
地
方

で

も
八
基
中
二
基
あ
っ
た
。
軒
を
板
軒
と
す
る
安
洞
院
塔
は
、
中
央
間
／
脇
間

の

比
率
が
1
6
／
9
に
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
枝
割
に
よ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
上
重
の

大

き
さ
は
、
実
測
し
え
な
い
遺
構
も
あ
っ
て
や
や
資
料
不
足
で
あ
る

が
、
軸
部
直
径
が
下
重
総
間
の
○
・
四
一
～
○
・
六
六
と
な
る
。
○
・
四
一
の

石
堂
寺
塔
、
○
・
六
六
の
楽
法
寺
塔
を
除
く
と
鍍
阿
寺
・
那
古
寺
両
塔
が
○
・

五

二
、
最
乗
寺
塔
が
○
・
五
二
五
で
、
こ
の
三
基
は
平
均
的
な
数
値
と
い
え

る
。
石
堂
寺
塔
は
中
世
以
前
の
遺
構
中
最
小
値
を
示
す
金
剛
三
昧
院
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、
室
町
時
代
建
立
の
前
身
塔
が
あ
っ
た
と
し
て
も
些
か
小
さ
す
ぎ

る
。
反
対
に
、
楽
法
寺
塔
は
例
を
み
な
い
大
き
な
数
値
で
あ
り
、
多
宝
塔
ら
し

か
ら
ぬ
比
例
と
い
え
よ
う
。

　
柱
長

さ
（
縁
上
～
台
輪
丘
）
に
つ
い
て
は
、
下
重
が
総
間
の
○
・
三
九
～

○
・
八
五
で
、
小
規
模
と
は
い
え
極
端
に
大
き
な
数
値
の
安
洞
院
塔
を
除
く
と

○
・
三
九
～
○
・
五
五
と
な
る
。
大
規
模
な
三
塔
を
み
る
と
、
楽
法
寺
塔
は

○
・
五
四
で
規
模
の
割
に
は
大
き
な
数
値
を
示
す
が
、
長
谷
寺
塔
○
・
四
五
、

銀
阿
寺
塔
○
・
三
九
と
小
さ
く
、
や
は
り
横
に
長
い
比
例
を
も
っ
て
い
る
。

四
、
各
部
の
様
式
手
法

θ
　
五
　
重
　
塔

　
軸
部
に
つ
い
て
は
、
本
門
寺
塔
が
初
重
を
和
様
、
二
重
以
上
を
禅
宗
様
と
し

て

い

る
が
、
ほ
か
は
五
塔
と
も
和
様
の
手
法
に
よ
っ
て
お
り
、
頭
貫
に
木
鼻
を
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四、各部の様式手法

付
け

る
も
の
も
な
い
。
初
重
の
柱
間
装
置
は
、
本
門
寺
塔
が
中
央
間
桟
唐
戸
・

脇
間
彫
刻
付
板
壁
、
旧
寛
永
寺
塔
が
中
央
間
板
扉
・
脇
間
連
子
窓
、
妙
宣
寺
塔

が
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
格
子
戸
、
ほ
か
三
塔
は
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓

で
、
六
塔
と
も
四
面
同
じ
構
え
と
し
て
お
り
、
外
観
上
は
正
面
性
を
も
た
な
い
。

　

組
物
は
六
塔
と
も
三
手
先
で
、
様
式
は
本
門
寺
塔
が
軸
部
と
同
じ
く
初
重
和

様
、
二
重
以
上
禅
宗
様
、
東
照
宮
塔
が
五
重
の
み
禅
宗
様
、
ほ
か
和
様
、
あ
と

の

四
塔
は
各
重
同
じ
で
、
法
華
経
寺
・
旧
寛
永
寺
両
塔
が
和
様
、
最
勝
院
・
妙

宣
寺
両
塔
が
ほ

ぼ
和
様
で
あ
る
。
最
勝
院
塔
は
禅
宗
様
の
よ
う
に
一
手
目
に
も

秤
肘
木
・
通
肘
木
を
通
し
、
尾
垂
木
・
支
輪
は
一
段
で
、
初
重
・
二
重
を
本
支

輪
、
三
～
五
重
を
板
支
輪
と
す
る
。
妙
宣
寺
塔
も
初
重
は
一
手
目
に
秤
肘
木
・

通
肘
木
を
通
し
て
支
輪
の
み
二
段
に
組
み
、
上
段
本
支
輪
・
下
段
彫
刻
付
板
支

輪
と
す
る
。
二
重
以
上
は
和
様
の
組
み
方
で
あ
る
が
、
隅
斗
棋
だ
け
一
手
目
に

秤
肘
木
（
二
重
は
絵
様
肘
木
）
を
入
れ
る
な
ど
正
規
の
手
法
で
は
な
い
。
拳
鼻
は

本
門
寺
塔
の
二
重
以
上
と
、
法
華
経
寺
・
東
照
宮
・
妙
宣
寺
の
三
塔
に
あ
る
。

　

中
備
は
、
法
華
経
寺
塔
を
除
く
五
塔
が
初
重
を
三
間
と
も
墓
股
と
し
、
妙
宣

寺
塔
以

外
の
四
塔
は
墓
股
に
十
二
支
の
彫
刻
（
最
勝
院
塔
は
彫
刻
で
は
な
く
文

字

を
刻
ん
だ
束
を
立
て
る
）
を
入
れ
て
い
る
。
二
重
以
上
は
妙
宣
寺
塔
が
中
央

間
墓
股
・
脇
間
簑
束
、
ほ
か
の
四
塔
は
各
間
簑
束
又
は
援
束
で
、
上
重
で
は
適

宜
省
略

し
て
い
る
。
法
華
経
寺
塔
は
各
重
と
も
簑
束
を
立
て
る
が
、
三
重
以
上

の

裏
側
に
あ
た
る
東
・
北
二
面
で
は
簡
単
な
擾
束
に
代
え
て
い
る
。

　

軒
に

つ
い
て

は
、
本
門
寺
塔
の
二
重
以
上
と
、
東
照
宮
・
妙
宣
寺
両
塔
の
五

重
が
扇
垂
木
で
、
こ
の
三
塔
の
そ
の
他
の
重
及
び
旧
寛
永
寺
・
最
勝
院
両
塔
の

全
重
が

平
行
垂
木
で
あ
る
。
法
華
経
寺
塔
も
現
在
は
五
重
の
み
扇
垂
木
、
ほ
か

平
行
垂
木
で
あ
る
が
、
も
と
は
五
重
も
平
行
垂
木
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

以

上
の

よ
う
に
、
軸
部
・
組
物
・
軒
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
す
べ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

和
様
で
統
一
し
て
い
る
の
は
法
華
経
寺
・
旧
寛
永
寺
両
塔
だ
け
で
、
本
門
寺
塔

は
初
重
の
み
和
様
と
し
て
二
～
五
重
を
禅
宗
様
で
統
一
し
、
東
照
宮
は
初
～
四

重
を

和
様
で
統
一
し
五
重
は
和
様
と
禅
宗
様
を
混
用
し
て
い
る
。
最
勝
院
・
妙

宣
寺
両
塔
は
全
体
が
ほ
ぼ
和
様
で
あ
る
が
、
組
物
に
禅
宗
様
の
手
法
が
混
じ

る
。
和
様
と
禅
宗
様
を
混
用
す
る
、
と
い
う
よ
り
様
式
と
し
て
区
別
し
な
く
な

る
の
は
、
す
で
に
室
町
時
代
か
ら
社
寺
建
築
全
般
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
伝
統
性
の
強
い
五
重
塔
に
も
そ
う
し
た
手
法
が
み
ら
れ
る
の

は
、
や
は
り
時
代
の
流
れ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
感
応
寺
塔
の
古
図
を
み
る
と
、
初
～
四
重
は
和
様
で
統
一
し
、
五
重
は
軸
部

が
和
様
、
軒
が
扇
垂
木
の
禅
宗
様
で
、
組
物
に
は
尾
垂
木
を
二
段
組
と
す
る
な

ど
禅
宗
様
の
手
法
が
混
じ
る
。
こ
の
構
成
は
東
照
宮
塔
に
似
て
お
り
、
初
重
中

備
を
十
二
支
彫
刻
入
り
の
墓
股
と
す
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。

㈲
　
三
　
重
　
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

三
重
塔
一
七
基
の
う
ち
、
成
就
院
三
重
塔
は
特
異
な
形
式
を
も
っ
て
い
て
、
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柱
間
を

初
重

二
間
、
二
重
・
三
重
一
間
と
し
、
柱
は
円
柱
で
は
な
く
八
角
柱
で

あ
る
。
普
門
寺
塔
も
少
々
変
っ
て
い
て
、
各
重
ご
と
に
軸
部
・
組
物
・
軒
の
形

式
が
異
な
る
。
以
下
、
各
部
に
つ
い
て
個
別
に
み
て
み
よ
う
。
な
お
、
す
べ
て

の

塔
が
初
重
に
縁
・
床
を
設
け
て
お
り
、
基
壇
上
に
立
つ
も
の
が
な
い
点
は
、

五
重
塔
と
同
様
で
あ
る
。

　
軸
部
は
、
ほ
と
ん
ど
の
塔
が
和
様
で
あ
る
が
、
日
吉
八
幡
神
社
・
普
門
寺
両

塔
は
禅
宗
様
に
長
押
を
付
け
た
形
に
な
る
。
高
蔵
寺
塔
は
和
様
で
あ
る
が
、
長

押
は
な
い
。
日
吉
入
幡
神
社
・
普
門
寺
両
塔
は
当
然
な
が
ら
頭
貫
・
台
輪
と
も

木
鼻
を
付
け
る
が
、
隠
津
島
神
社
・
安
久
津
八
幡
宮
両
塔
で
も
頭
貫
に
木
鼻
を

付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
頭
貫
木
鼻
を
も
つ
四
塔
の
う
ち
、
安
久
津
八
幡
宮
・
普

門
寺
両
塔
の
木
鼻
は
象
鼻
や
獅
子
鼻
の
掛
鼻
で
、
後
者
で
は
こ
れ
が
隅
だ
け
で

な
く
平
柱
に
も
付
く
。

　
初
重
の
柱
間
装
置
に
つ
い
て
は
、
四
面
と
も
中
央
間
幣
軸
付
板
扉
（
又
は
桟

唐
戸
）
　
・
脇
間
連
子
窓
と
し
た
正
規
の
構
え
を
も
つ
も
の
は
、
乙
宝
寺
・
安
楽

寺
・
隠
津
島
神
社
・
西
福
寺
・
旧
四
本
竜
寺
の
五
塔
（
西
福
寺
・
旧
四
本
竜
寺

両
塔
は
桟
唐
戸
）
だ
け
で
、
ほ
か
は
脇
間
を
火
灯
窓
と
す
る
（
日
吉
八
幡
神
社

塔
）
、
脇
間
を
板
壁
と
す
る
（
安
久
津
八
幡
宮
・
普
門
寺
・
慈
恩
寺
・
観
音
経

寺
各
塔
）
、
脇
間
板
壁
に
窓
椎
を
回
し
て
彫
刻
等
を
付
け
る
（
薬
王
院
・
新
勝

寺
・
高
勝
寺
・
不
動
院
各
塔
、
不
動
院
塔
は
彫
刻
で
は
な
く
文
字
）
な
ど
多
彩

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
脇
間
は
正
面
と
側
面
前
の
間
を
格
子
窓
、
ほ
か
を
板
壁

と
し
た
法
用
寺
塔
、
正
面
を
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
異
形
窓
、
側
面
中
央
間
板

戸
引
違
、
ほ
か
板
壁
と
し
た
高
蔵
寺
塔
、
中
央
間
を
正
面
火
灯
ロ
、
ほ
か
三
面

桟
唐
戸
、
脇
間
を
板
壁
と
し
た
普
門
寺
塔
の
よ
う
に
、
柱
間
装
置
を
四
面
で
変

え
た
塔
も
あ
る
。
層
塔
は
本
来
外
観
上
は
四
面
同
じ
で
、
正
面
性
を
も
た
な

い
。
正
面
中
央
間
の
扉
構
だ
け
を
ほ
か
三
面
と
変
え
た
例
は
岡
山
県
の
塔
に
も

み

ら
れ
る
が
、
法
用
寺
・
高
蔵
寺
・
普
門
寺
各
塔
の
よ
う
に
脇
間
も
合
わ
せ
て

そ
っ
く
り
変
え
て
し
ま
う
例
は
あ
ま
り
な
い
。

　
つ
ぎ
に
組
物
は
、
安
久
津
八
幡
宮
・
成
就
院
・
普
門
寺
の
三
塔
が
二
手
先

（普
門
寺
塔
の
三
重
は
三
手
先
）
の
ほ
か
は
、
定
法
ど
お
り
三
手
先
で
あ
る
。

安
久
津
八
幡
宮
・
成
就
院
両
塔
は
尾
垂
木
を
付
け
た
ほ
ぼ
和
様
の
二
手
先
で
あ

る
が
、
普
門
寺
塔
は
初
重
が
特
異
な
形
式
の
二
手
先
、
二
重
が
ほ
ぼ
禅
宗
様
の

二
手
先
、
三
重
は
禅
宗
様
三
手
先
で
あ
る
。

　
三
手
先

と
す
る
一
四
塔
の
う
ち
、
各
重
と
も
和
様
の
手
法
（
一
手
目
に
秤
肘

木
・
通
肘
木
が
な
く
尾
垂
木
・
軒
支
輪
が
一
段
）
を
も
つ
も
の
は
一
〇
塔
で
、

そ
の

な
か
で
薬
王
院
・
新
勝
寺
・
不
動
院
三
塔
は
尾
垂
木
を
竜
頭
な
ど
の
丸
彫

り
彫
刻
と
し
て
い
る
。
日
吉
八
幡
神
社
・
法
用
寺
・
観
音
経
寺
の
三
塔
は
、
ほ

ぼ
和
様
で
あ
り
な
が
ら
、
禅
宗
様
の
よ
う
に
尾
垂
木
を
二
段
組
と
し
て
お
り
、

観
音
教
寺
塔
は
尾
垂
木
が
竜
頭
の
彫
刻
で
あ
る
。
高
蔵
寺
塔
は
尾
垂
木
は
一
段

で
あ
る
が
、
一
手
目
に
も
秤
肘
木
（
二
段
）
と
通
肘
木
を
入
れ
、
上
段
秤
肘
木

を
十
枝
掛
の
長
い
肘
木
と
し
た
、
特
異
な
手
法
を
も
つ
。
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尾
垂
木
・
軒
支
輪
を
一
段
と
す
る
前
記
一
〇
塔
の
う
ち
、
軒
天
井
を
組
入
天

井
、
軒
支
輪
を
本
支
輪
と
す
る
正
規
の
手
法
を
も
つ
も
の
は
八
塔
で
、
旧
四
本

竜
寺
塔
は
組
入
天
井
に
菱
支
輪
、
不
動
院
塔
は
天
井
・
支
輪
と
も
彫
刻
付
厚
板

で
あ
る
。
尾
垂
木
・
軒
支
輪
が
二
段
に
な
る
日
吉
八
幡
神
社
塔
は
本
支
輪
（
三

重
の

み
板
支
輪
）
、
法
用
寺
塔
は
上
段
彫
刻
付
板
支
輪
、
下
段
菱
支
輪
（
二
重

の

み

本
支
輪
）
で
あ
る
。
観
音
経
寺
塔
は
尾
垂
木
を
二
段
と
し
な
が
ら
、
一
手

目
に
秤
肘
木
を
一
段
余
分
に
入
れ
（
絵
様
肘
木
）
、
支
輪
は
彫
刻
付
板
支
輪
一

段
と
し
て
い
る
。

　
拳
鼻
は
、
乙
宝
寺
・
安
楽
寺
・
西
福
寺
・
日
吉
神
社
・
慈
恩
寺
の
五
塔
に
な

く
、
ほ
か
一
二
塔
に
は
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
中
備
に
つ
い
て
は
、
援
束
と
す
る
の
が
乙
宝
寺
・
安
楽
寺
両
塔
（
と
も
に
二

重
・
三
重
の
脇
間
に
は
無
い
）
、
簑
束
と
す
る
の
が
隠
津
島
神
社
塔
（
各
重
各
間

に
入
れ

る
）
で
、
初
重
各
間
に
墓
股
を
お
く
も
の
と
し
て
は
、
西
福
寺
・
旧
四

本
竜
寺
・
高
勝
寺
・
慈
恩
寺
の
四
塔
が
あ
り
（
慈
恩
寺
塔
は
正
面
脇
間
の
み
雲

竜
の
彫
刻
）
、
こ
の
う
ち
慈
恩
寺
塔
を
除
く
三
塔
で
は
中
に
十
二
支
の
彫
刻
を

入

れ
、
二
重
・
三
重
は
援
束
又
は
簑
束
と
し
て
い
る
。
慈
恩
寺
塔
は
二
重
・
三

重
に

は
何

も
お
か
な
い
。
初
重
の
中
央
間
を
墓
股
、
脇
間
を
簑
束
と
す
る
も
の

は
法

用
寺
・
安
久
津
八
幡
宮
・
普
門
寺
の
三
塔
あ
る
が
、
二
重
・
三
重
は
三
塔

区
々
で
あ
る
。
日
吉
八
幡
神
社
塔
は
初
重
中
央
間
の
み
墓
股
を
お
く
。
中
備
を

お

く
の
で
は
な
く
琵
琶
板
全
面
を
彫
刻
で
埋
め
る
も
の
と
し
て
は
、
新
勝
寺
・

不
動
院
・
観
音
経
寺
の
三
塔
（
各
重
）
と
薬
王
院
塔
（
初
重
の
み
）
が
あ
る
。

な
お
、
高
蔵
寺
塔
は
何
も
お
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
組
物
の
手
法
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
和
様

三
手
先

と
い
え
る
も
の
は
、
乙
宝
寺
・
安
楽
寺
・
西
福
寺
・
慈
恩
寺
四
塔
と
、

拳
鼻
を
付
け
て
は
い
る
が
隠
津
島
神
社
・
旧
四
本
竜
寺
両
塔
ぐ
ら
い
し
か
な

い
。
新
勝
寺
等
四
塔
の
よ
う
に
斗
棋
間
を
彫
刻
で
埋
め
る
手
法
は
、
他
の
地
方

で
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
い
か
に
も
関
東
の
塔
ら
し
い
。

　

軒
回

り
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
重
と
も
和
様
の
平
行
垂
木
と
す
る
も
の
は
一

七
塔
中
九
塔
で
、
三
重
の
み
扇
垂
木
と
す
る
も
の
が
日
吉
八
幡
神
社
（
一
軒
）
・

高
勝
寺
・
法
用
寺
・
安
久
津
八
幡
宮
・
観
音
経
寺
の
四
塔
あ
る
。
そ
の
ほ
か

は
、
各
重
と
も
彫
刻
付
板
軒
の
新
勝
寺
塔
、
初
重
平
行
垂
木
・
二
重
彫
刻
付
板

軒
（
一
軒
）
・
三
重
扇
垂
木
の
普
門
寺
塔
、
各
重
と
も
吹
寄
垂
木
（
一
軒
）
の

成
就
院
塔
な
ど
、
変
っ
た
形
式
を
も
つ
塔
が
あ
る
。

　
板
図

に

み

る
円
蔵
寺
塔
は
、
軸
部
は
和
様
で
頭
貫
に
木
鼻
は
な
く
、
初
重
の

柱
間
装
置
は
中
央
間
を
桟
唐
戸
、
脇
間
を
火
灯
窓
と
す
る
。
組
物
は
和
様
に
近

い

が
、
一
手
目
に
も
秤
肘
木
を
入
れ
て
尾
垂
木
を
二
段
組
と
し
（
初
重
の
み
尾

垂
木

は
一
段
）
、
軒
支
輪
は
本
支
輪
一
段
、
中
備
は
二
重
が
三
間
と
も
墓
股
、

初

重
・
三
重
は
彫
刻
で
埋
め
て
い
る
。
軒
は
三
重
の
み
扇
垂
木
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
各
部
と
も
と
く
に
変
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
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内
　
多
　
宝
　
塔

　
ま
ず
、
下
重
に
つ
い
て
み
る
と
、
軸
部
は
七
塔
と
も
ほ
ぼ
和
様
で
柱
は
石
堂

寺
・
那
古
寺
両
塔
が
方
柱
、
ほ
か
五
塔
が
円
柱
、
台
輪
は
七
塔
と
も
備
え
ら
れ

て

お

り
、
頭
貫
に
は
長
谷
寺
・
安
洞
院
両
塔
で
木
鼻
が
付
い
て
い
る
。
長
谷
寺

塔
で
は
柱
頂
部
に
綜
を
と
り
、
頭
貫
木
鼻
の
先
端
を
籠
彫
り
と
し
、
台
輪
に
も

木
鼻
を

付

け
る
。
安
洞
院
塔
の
頭
貫
木
鼻
は
象
鼻
の
掛
鼻
で
、
隅
だ
け
で
な
く

平
柱
に
も
付
け
て
い
る
。

　
柱
間
装
置
は
、
四
面
同
じ
も
の
と
し
て
は
、
中
央
間
桟
唐
戸
・
脇
間
連
子
窓

と
す
る
楽
法
寺
・
最
乗
寺
両
塔
、
中
央
間
板
扉
又
は
桟
唐
戸
・
脇
間
窓
枢
内
彫

刻

と
す
る
石
堂
寺
・
那
古
寺
両
塔
、
三
間
と
も
桟
唐
戸
と
す
る
長
谷
寺
塔
が
あ

る
。
残
る
二
塔
は
正
面
・
側
面
・
背
面
で
少
し
ず
つ
違
っ
て
お
り
、
鍍
阿
寺
塔

は
正
面
桟
唐
戸
・
火
灯
窓
、
両
側
面
格
子
窓
・
板
壁
、
背
面
片
引
戸
・
板
壁
、

安
洞
院
塔
は
正
面
桟
唐
戸
・
格
子
窓
、
側
面
桟
唐
戸
・
板
壁
、
背
面
各
間
板
壁

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
四
面
の
柱
間
装
置
を
変
え
る
こ
と
は
、
多
宝
塔
で

は
す
で
に
室
町
時
代
か
ら
例
が
あ
る
。

　
組
物
の
形
式
は
、
石
堂
寺
・
鍍
阿
寺
両
塔
が
出
組
、
長
谷
寺
・
那
古
寺
・
最

乗
寺
の
三
塔
が
二
手
先
、
安
洞
院
・
楽
法
寺
両
塔
が
三
手
先
で
あ
る
。
多
宝
塔

の

下
重

は
、
本
来
は
裳
階
で
あ
る
か
ら
、
柱
は
方
柱
で
、
組
物
は
上
重
（
身
舎
）

よ
り
手
先
の
少
な
い
の
が
一
般
形
式
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
な
る
と
本
来
の
形

式
は
忘
れ

ら
れ
、
層
塔
と
同
じ
よ
う
に
上
重
・
下
重
と
も
三
手
先
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

も
で
て
く
る
。
様
式
は
長
谷
寺
塔
が
禅
宗
様
、
最
乗
寺
塔
も
ほ
ぼ
禅
宗
様
、
ほ
　
2

か
の

五
塔
が
ほ
ぼ
和
様
で
、
長
谷
寺
塔
は
塔
に
は
珍
し
く
詰
組
と
し
て
い
る
。

　
軒
支
輪
は
出
組
の
二
塔
も
含
め
て
七
塔
す
べ
て
に
あ
り
、
長
谷
寺
塔
が
本
支

輪
、
石
堂
寺
塔
が
本
支
輪
形
の
厚
板
に
菱
支
輪
を
描
く
ほ
か
は
、
厚
板
の
板
支

輪
に
彫
刻
を
付
け
て
い
る
。
拳
鼻
は
石
堂
寺
塔
を
除
く
六
塔
に
あ
り
、
そ
の
う

ち

那
古
寺
塔
は
獅
子
鼻
と
象
鼻
を
二
段
組
み
と
し
て
い
る
。

　

中
備
は
、
六
塔
の
う
ち
石
堂
寺
・
那
古
寺
・
鍾
阿
寺
・
最
乗
寺
の
四
塔
が
各

間
墓
股
（
最
乗
寺
塔
は
十
二
支
の
彫
刻
を
入
れ
る
）
、
楽
法
寺
塔
は
中
央
間
墓

股
形
彫
刻
・
脇
間
援
束
で
、
安
洞
院
塔
は
何
も
お
か
な
い
。
詰
組
の
長
谷
寺
塔

は
琵
琶
板
に
彫
刻
を
は
め
込
ん
で
い
る
。

　
軒

回
り
は
安
洞
院
塔
を
除
く
六
塔
が
二
軒
平
行
垂
木
、
安
洞
院
塔
は
彫
刻
を

付
け
た
厚
板
の
二
軒
の
板
軒
で
、
正
面
に
は
軒
唐
破
風
を
付
け
て
い
る
。
多
宝

塔
で
彫
刻
付
板
軒
の
例
は
四
国
に
も
あ
る
が
、
唐
破
風
を
付
け
た
例
は
、
遣
構

で
は
多
宝
塔
の
み
な
ら
ず
層
塔
に
も
無
い
。
安
洞
院
塔
は
柱
間
装
置
だ
け
で
な

く
、
軒
に
お
い
て
も
正
面
性
を
明
確
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
上
重
を
み
る
と
、
軸
部
は
七
塔
と
も
定
法
ど
お
り
で
あ
る
が
、
長

谷
寺
塔
で
は
隅
柱
に
相
当
す
る
四
本
の
柱
に
大
き
な
木
鼻
を
付
け
、
こ
れ
が
手

先
肘
木
の
持
送
り
を
兼
ね
て
い
る
点
が
少
し
変
っ
て
い
る
。

　
組
物

は
、
楽
法
寺
塔
が
普
通
の
円
形
で
は
な
く
十
二
角
形
に
造
っ
て
い
る
の
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が
珍

し
い
。
形
式
は
長
谷
寺
・
安
洞
院
・
楽
法
寺
三
塔
が
三
手
先
、
他
の
四
塔

は
定
法

ど
お
り
四
手
先
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
手
先
の
、
長
谷
寺
・
安
洞
院
両

塔

と
四
手
先
の
最
乗
寺
塔
は
ほ
ぼ
禅
宗
様
で
あ
る
。
禅
宗
様
三
手
先
の
場
合
は

尾
垂
木
・
軒
支
輪
と
も
二
段
組
み
と
な
る
の
が
定
法
で
あ
る
が
、
長
谷
寺
塔
は

軒
支
輪
が
三
段
、
安
洞
院
塔
は
軒
支
輪
が
一
段
で
あ
る
。
三
重
塔
と
同
じ
く
尾

垂
木
を

丸
彫

り
彫
刻
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
長
谷
寺
塔
（
上
段
の
平
）
・
那
古

寺
塔
・
最
乗
寺
塔
（
下
段
）
が
竜
頭
、
最
乗
寺
塔
（
上
段
）
が
雲
文
に
な
っ
て
い

る
。
軒
支
輪
は
彫
刻
付
板
支
輪
が
多
く
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
鍍
阿
寺
（
本
支

輪
）
、
石
堂
寺
（
本
支
輪
形
板
支
輪
）
両
塔
だ
け
で
あ
る
。
拳
鼻
は
石
堂
寺
・
那

古
寺
・
鍍
阿
寺
三
塔
に
な
く
、
ほ
か
四
塔
に
は
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
最
乗
寺
塔

は
鳥
の
丸
彫
り
彫
刻
（
鳳
恩
か
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
長
谷
寺
・
最
乗
寺

両
塔
は
琵
琶
板
を
彫
刻
で
埋
め

る
。
な
お
、
組
物
部
分
を
十
二
角
形
に
造
る
楽

法
寺
塔
の
場
合
も
、
手
先
肘
木
の
配
置
は
普
通
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
多
宝
塔
も
組
物
の
手
法
は
多
彩
で
あ
っ
て
、
正
規
の
和
様

四
手
先
を

も
つ
の
は
石
堂
寺
・
鍍
阿
寺
両
塔
ぐ
ら
い
で
、
伝
統
が
く
ず
さ
れ
て

い

る
こ
と
が
分
か
る
。
安
洞
院
・
楽
法
寺
両
塔
は
、
上
重
・
下
重
を
同
じ
三
手

先

と
し
て
お
り
、
多
宝
塔
で
あ
り
な
が
ら
層
塔
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
は
、
四
国
地
方
の
弥
谷
寺
多
宝
塔
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
軒
に

つ
い
て

は
、
上
重
・
下
重
と
も
平
行
垂
木
と
す
る
の
が
石
堂
寺
・
那
古

寺
・
楽
法
寺
の
三
塔
、
下
重
平
行
垂
木
・
上
重
扇
垂
木
と
す
る
の
が
長
谷
寺
・

鍍
阿
寺
・
最
乗
寺
の
三
塔
で
、
安
洞
院
塔
は
上
重
・
下
重
と
も
彫
刻
付
板
軒
で
あ

る
。
長
谷
寺
塔
で
は
上
重
隅
木
に
雲
文
の
彫
刻
を
付
け
て
い
る
の
が
珍
し
い
。

五
、
内
部
の
状
況
と
組
上
げ
構
造

θ
　
五
　
重
　
塔

　
初
重
の
内
部
を
み
る
と
、
六
塔
と
も
四
天
柱
を
立
て
て
お
り
、
そ
の
う
ち
本

門
寺
・
法
華
経
寺
・
最
勝
院
の
三
塔
は
、
四
天
柱
々
頭
に
綜
を
と
っ
て
頭
貫
・

台
輪
を
組
み
、
三
斗
を
お
い
て
い
る
。
こ
の
三
塔
と
同
じ
禅
宗
様
の
手
法
は
、

中
世
の
遺
構
で
は
厳
島
神
社
五
重
塔
に
例
が
あ
る
。
三
塔
の
う
ち
、
最
勝
院
塔

は
少
し
変
っ
て
い
て
、
頭
貫
・
台
輪
を
組
む
の
は
来
迎
柱
筋
だ
け
で
正
、
側
面

は
頭
貫
を
虹
梁
形
に
造
り
、
出
桁
を
通
し
て
前
二
間
を
小
組
格
天
井
、
後
ろ
一

間
を
竿
縁
天
井
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
天
柱
々
頭
か
ら
天
井
に
か
け

て

前

と
後
ろ
を
区
別
し
、
塔
に
は
珍
し
い
仏
堂
的
な
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
残

り
の
三
塔
は
四
天
柱
を
そ
の
ま
ま
天
井
へ
立
ち
上
げ
る
通
常
の
手
法
を
と
っ
て

い

る
が
、
東
照
宮
塔
は
四
天
柱
と
側
柱
と
を
繋
虹
梁
で
つ
な
い
で
い
る
。

　
心
柱

は
、
本
門
寺
・
最
勝
院
両
塔
が
天
井
上
に
、
他
の
四
塔
が
心
礎
上
に
立

て

ら
れ
て
い
る
。
来
迎
壁
は
、
本
門
寺
・
最
勝
院
両
塔
の
ほ
か
、
心
柱
の
み
え

る
法
華
経
寺
塔
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
心
柱
が
あ
る
の
に
来
迎
壁
を
設
け
た
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塔
は
他
に
例
を

み

な
い
。
法
華
経
寺
塔
で
は
須
弥
壇
の
構
え
も
少
々
変
っ
て
い

て
、
正
面
の
四
天
柱
か
ら
前
へ
張
出
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
須
弥
壇
は
、
本

門
寺
・
旧
寛
永
寺
・
東
照
宮
三
塔
で
は
四
天
柱
内
に
、
最
勝
院
塔
で
は
四
天
柱

前
柱
か
ら
後
ろ
へ
離
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
妙
宣
寺
塔
は
未
完
成
の
状
態
に

あ
っ
て
、
来
迎
壁
・
須
弥
壇
が
無
く
、
四
天
柱
内
に
は
床
も
張
っ
て
い
な
い
。

心
柱

と
須
弥
壇
・
来
迎
壁
の
構
え
は
、
本
尊
と
し
て
祀
る
仏
像
の
種
別
に
も
関

係
す
る
も
の
で
、
心
柱
が
あ
っ
て
来
迎
壁
の
無
い
旧
寛
永
寺
・
東
照
宮
両
塔
は

四
方
仏
、
心
柱
が
無
く
来
迎
壁
を
設
け
た
最
勝
院
塔
は
大
日
如
来
、
本
門
寺
は

多
宝
如
来
（
い
ず
れ
も
独
尊
）
を
祀
っ
て
い
る
。
法
華
経
寺
塔
は
釈
迦
・
多
宝

二
仏
を
祀
る
が
、
そ
れ
が
こ
う
し
た
構
え
を
必
要
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

些
か
不
可
解
で
あ
る
。

　

二
重
以
上
に
つ
い
て
は
、
梯
子
を
設
け
て
一
応
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の

が
本
門
寺
・
法
華
経
寺
・
東
照
宮
・
妙
宣
寺
の
四
塔
で
、
仮
床
を
張
っ
た
も

の

も
あ
る
。
妙
宣
寺
塔
に
は
天
保
以
降
の
参
拝
者
の
落
書
が
多
く
み
ら
れ
、
参

詣
者
が
一
．
一
重
以
上
に
上
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
中
国
・
四
国
・

九
州
地
方
の
三
重
塔
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
二
重
以
上
に
も
本
格
的
に
床
・
天
井

を
張
っ
た
塔
は
無
い
。

　
二
重
か

ら
上
の
組
上
げ
構
造
は
、
側
柱
を
下
重
地
垂
木
又
は
地
隅
木
上
に
、

四
天
柱
を

繋
肘
木
上
に
立
て
る
（
本
門
寺
・
法
華
経
寺
両
塔
）
、
側
柱
を
丸
桁

桔
上
の
柱
盤

に
、
四
天
柱
を
繋
肘
木
上
に
立
て
る
（
旧
寛
永
寺
塔
）
、
側
柱
を
地

隅
木
上
柱
盤
に
立
て
、
四
天
柱
を
下
重
四
天
柱
頂
に
お
い
た
柱
盤
上
に
立
て
る

（妙
宣
寺
塔
）
、
側
柱
、
四
天
柱
と
も
下
重
四
天
柱
上
柱
盤
に
立
て
る
（
最
勝

院
・
東
照
宮
両
塔
）
な
ど
の
方
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
側
柱
・
四
天
柱
と
も
下

重

地
垂
木
又
は

地
隅
木
上
柱
盤
に
立
て
る
、
最
も
基
本
的
な
積
上
げ
方
式
を
と

る
も
の
は
無
い
。
四
天
柱
を
下
重
四
天
柱
上
柱
盤
に
立
て
る
櫓
方
式
の
場
合

は
、
手
先
肘
木
尻
は
繋
肘
木
に
は
な
ら
ず
、
四
天
柱
に
差
し
止
め
ら
れ
る
。
法

華
経
寺
塔
で
は
、
四
天
柱
は
足
元
を
下
重
四
天
柱
真
に
合
わ
せ
て
立
て
る
た

め
、
傾
斜
し
て
立
つ
こ
と
に
な
る
。
隅
尾
垂
木
と
隅
木
は
、
最
勝
院
塔
を
除
い

て

は

六
塔

と
も
上
重
四
天
柱
に
差
し
止
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
東
照
宮
塔
で
は

下
重
の
隅
尾
垂
木
・
隅
木
が
側
隅
柱
を
貫
き
通
す
こ
と
に
な
る
。
最
勝
院
塔
で

は
、
隅
尾
垂
木
・
隅
木
と
も
側
柱
あ
た
り
で
止
ま
る
。
心
柱
の
立
て
方
に
つ
い

て

は
、
心
礎
に
立
つ
四
塔
の
う
ち
、
法
華
経
寺
・
東
照
宮
両
塔
で
は
四
重
目
の

四
天
柱
上
柱
盤
か

ら
帯
鉄
や
鉄
鎖
で
心
柱
を
釣
り
下
げ
て
お
り
、
心
柱
足
元
は

柄
を
造
っ
て
心
礎
に
差
し
て
い
る
も
の
の
、
柱
底
面
と
心
礎
上
面
と
の
間
に
は

間
隙
が
あ
る
。
法
華
経
寺
塔
の
方
は
帯
鉄
が
新
し
く
、
あ
る
い
は
明
治
期
の
修
理

で
改
変
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
妙
宣
寺
塔
で
は
、
各
重
の
床
下
位
置
で

四
天
柱

と
心
柱
を
貫
で
繋
ぐ
、
他
に
例
の
無
い
手
法
が
み
ら
れ
る
。
心
柱
は
相
輪

を

支
持
す

る
だ
け
で
塔
身
か
ら
は
独
立
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
の

構
造
で
あ
る
が
、
妙
宣
寺
塔
で
は
塔
身
と
心
柱
を
一
体
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
経
年
変
化
に
よ
る
塔
身
の
縮
み
を
心
柱
で
防
ぎ
止
め
る
こ
と
を
目
的
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と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
塔
身
の
縮
み
と
共
に
心

柱
を

下
げ
よ
う
と
し
た
東
照
宮
塔
の
方
式
と
は
逆
の
や
り
方
で
は
あ
る
が
、
塔

身
の
縮
み
に
よ
る
五
重
屋
根
と
相
輪
露
盤
と
の
間
隙
を
な
く
そ
う
と
す
る
ね
ら

い
は
同
じ
と
い
え
る
。

　
感
応
寺
塔
古
図
を
み
る
と
、
東
照
宮
塔
と
同
じ
よ
う
に
心
柱
を
五
重
か
ら
鎖

で
釣

り
下
げ
て
い
る
。
側
柱
と
四
天
柱
は
組
物
上
に
盤
を
お
い
て
立
て
、
手
先

肘
木
尻
は

四
天
柱
に
差
し
止
め
ら
れ
る
、
櫓
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

㈲

三

　
重
塔

　
三
重
塔
一
七
基
の
う
ち
、
普
門
寺
塔
は
規
模
が
小
さ
す
ぎ
て
内
部
の
調
査
が

不
可
能
な
た
め
こ
れ
を
除
き
、
成
就
院
塔
に
つ
い
て
も
特
殊
な
構
造
で
あ
る
た

め
別
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　
初
重
の

内
部
は
四
天
柱
を
立
て
る
も
の
が
一
五
塔
中
九
塔
、
来
迎
柱
だ
け
と

す

る
も
の
が
隠
津
島
神
社
・
薬
王
院
・
新
勝
寺
・
不
動
院
の
四
塔
、
全
く
柱
を

立
て

な
い
も
の
が
日
吉
八
幡
神
社
・
高
蔵
寺
の
二
塔
で
あ
る
。
中
国
・
四
国
・

九

州
地
方
の
三
重
塔
で
は
一
五
塔
中
一
四
塔
が
四
天
柱
を
立
て
て
お
り
、
そ
れ

に

比
べ
る
と
東
北
・
関
東
地
方
で
は
内
部
の
柱
を
省
略
す
る
も
の
が
多
い
。
柱

を

全
く
立
て
な
い
日
吉
八
幡
神
社
塔
は
普
門
寺
塔
に
次
ぐ
小
規
模
な
塔
で
あ

り
、
ま
た
、
高
蔵
寺
塔
は
と
く
に
小
規
模
と
は
い
え
な
い
が
、
全
体
に
変
っ
た

と
こ
ろ
が
多
い
塔
で
あ
る
。
四
天
柱
・
来
迎
柱
上
の
納
ま
り
は
、
一
三
塔
と
も

長
押
を

回
し
て
天
井
を
張
る
、
一
般
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
頭
貫
・
台
輪
を
組

み

三
斗
を

お

く
手
法
が
全
く
み
ら
れ
な
い
の
は
、
五
重
塔
と
は
対
照
的
で
あ

る
。
な
お
、
法
用
寺
塔
で
は
四
天
柱
・
側
柱
間
に
繋
虹
梁
を
入
れ
、
隠
津
島
神

社
塔
で
は
来
迎
柱
間
に
虹
梁
を
入
れ
て
い
る
。
来
迎
壁
・
須
弥
壇
に
つ
い
て

は
、
四
天
柱
を
立
て
る
九
塔
の
う
ち
、
来
迎
壁
を
設
け
て
四
天
柱
間
を
須
弥
壇

と
す
る
も
の
五
塔
（
乙
宝
寺
、
安
楽
寺
・
西
福
寺
・
旧
四
本
竜
寺
・
慈
恩
寺
各

塔
）
、
来
迎
壁
は
設
け
ず
に
四
天
柱
間
を
須
弥
壇
と
す
る
も
の
が
三
塔
（
高
勝

寺
・
阿
久
津
八
幡
宮
・
観
音
経
寺
各
塔
）
で
、
残
る
法
用
寺
塔
は
後
ろ
の
柱
か

ら
後
方
へ
張
り
出
し
て
仏
壇
を
設
け
て
い
る
。
来
迎
柱
だ
け
の
四
塔
の
う
ち
隠

津
島
神
社
塔
は
来
迎
柱
と
背
面
側
柱
と
の
間
を
囲
っ
て
仏
壇
と
し
て
お
り
、
あ

と
の
三
塔
は
来
迎
壁
を
設
け
、
須
弥
壇
を
取
付
け
て
い
る
。

　
柱
を

全
く
立
て
な
い
高
蔵
寺
塔
は
置
仏
壇
で
あ
り
、
日
吉
八
幡
神
社
塔
は
現

在
は
何
も
お
い
て
い
な
い
。
な
お
、
平
安
時
代
以
降
の
三
重
塔
で
は
、
心
柱
を

心
礎
上
で
は
な
く
初
重
天
井
上
に
立
て
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ
の
地
方
の
一

五
塔
も
す
べ
て
そ
う
な
っ
て
い
る
。

　
二
・

三
重
の
内
部
に
つ
い
て
は
、
梯
子
を
か
け
て
上
へ
上
れ
る
も
の
が
安
楽

寺
・
法
用
寺
・
安
久
津
八
幡
宮
（
二
重
の
み
）
・
慈
恩
寺
の
四
塔
あ
っ
て
、
法

用
寺
塔
で
は
二
重
に
仮
床
が
張
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
格
的
な
床
・
天
井

が

張

ら
れ
て
い
な
い
の
は
五
重
塔
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
法
用
寺
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

に
は
文
化
年
間
以
降
、
慈
恩
寺
塔
に
は
天
保
年
間
以
降
の
参
詣
者
の
落
書
が
認
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め
ら
れ
る
。

　
組
上
げ
構
造
は
、
側
柱
・
四
天
柱
と
も
下
重
の
地
垂
木
又
は
地
隅
木
上
柱
盤

に
立
て

る
伝
統
的
な
方
式
が
乙
宝
寺
・
慈
恩
寺
両
塔
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
二
塔

は

各
部
の
形
式
手
法
も
伝
統
的
手
法
に
よ
っ
て
い
る
正
統
派
の
塔
で
あ
る
。
隠

津
島
神
社
塔
は
側
柱
を
地
垂
木
上
柱
盤
に
、
四
天
柱
を
繋
肘
木
上
に
立
て
る
方

式
を
と
る
。
高
勝
寺
・
阿
久
津
八
幡
宮
・
観
音
経
寺
三
塔
は
側
柱
・
四
天
柱
と

も
下
重
の
四
天
柱
上
柱
盤
（
観
音
経
寺
塔
で
は
、
こ
れ
が
丸
桁
桔
に
な
る
）
に

立

つ
、
櫓
方
式
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
側
柱
を
下
重
地
垂
木
・
地
隅
木
上
柱

盤
に

立

て
、
四
天
柱
は
櫓
方
式
と
す
る
（
西
福
寺
・
旧
四
本
竜
寺
・
不
動
院
各

塔
）
、
側
柱
を
下
重
尾
垂
木
上
柱
盤
に
立
て
、
二
重
四
天
柱
は
初
重
の
繋
肘
木

上
、
三
重
四
天
柱
は
二
重
四
天
柱
上
柱
盤
に
立
て
る
（
薬
王
院
・
新
勝
寺
両

塔
）
、
側
柱
を
壁
付
斗
棋
上
柱
盤
に
立
て
四
天
柱
は
櫓
方
式
と
す
る
（
安
楽
寺
・

日
吉
八
幡
神
社
両
塔
）
、
側
柱
は
桔
木
（
四
天
柱
へ
差
し
止
め
る
）
上
柱
盤
に

立
て

四
天
柱
は
櫓
方
式
と
す
る
（
法
用
寺
塔
）
な
ど
、
四
天
柱
を
櫓
方
式
で
組

む

も
の
が
多
い
。
な
お
、
薬
王
院
・
新
勝
寺
両
塔
と
日
吉
八
幡
神
社
塔
で
は
、

四
天
柱
の
柱
間
が
側
柱
よ
り
広
く
、
前
者
で
は
下
重
側
柱
間
に
合
わ
せ
て
い

る
。
高
蔵
寺
塔
は
少
し
変
っ
て
い
て
、
側
柱
・
四
天
柱
と
も
丸
桁
桔
上
に
立
つ

が
、
四
天
柱
は
側
柱
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
と
し
、
側
柱
の
頭
貫
と
同
じ
高
さ
に
繋

ぎ
材
を
入
れ
、
丸
桁
桔
と
の
間
に
は
束
を
立
て
て
い
る
。

　
手
先
肘
木
尻
が
繋
肘
木
と
な
る
の
は
、
古
式
の
積
上
げ
方
式
で
あ
る
乙
宝

寺
・
慈
恩
寺
両
塔
の
ほ
か
、
隠
津
島
神
社
塔
と
、
薬
王
院
・
新
勝
寺
両
塔
の
初

重
、
そ
れ
に
西
福
寺
塔
の
二
重
・
三
重
し
か
な
い
。
そ
の
ほ
か
は
、
日
吉
八
幡

神
社
・
高
蔵
寺
両
塔
が
側
柱
の
す
ぐ
内
側
で
終
り
、
残
る
七
塔
は
四
天
柱
へ
差

し
止
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
隅
尾
垂
木
・
地
隅
木
は
、
乙
宝
寺
・
慈
恩
寺
両
塔
で

は

こ
の
上
に
上
重
の
四
天
柱
が
立
つ
が
、
櫓
方
式
の
場
合
は
上
重
の
四
天
柱
に

差

し
止
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
安
楽
寺
・
日
吉
八
幡
神
社
両
塔
を
除
く
一
〇

塔
で
は
そ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
〇
塔
の
う
ち
、
側
柱
も
櫓
方
式
を
と
る
高

勝
寺
・
阿
久
津
八
幡
宮
・
観
音
経
寺
三
塔
の
場
合
は
、
隅
柱
だ
け
隅
木
上
に
立

て

る
（
高
勝
寺
・
安
久
津
八
幡
宮
両
塔
）
か
、
隅
木
が
隅
柱
を
貫
き
通
す
（
観

音
経
寺
塔
）
か
し
て
、
隅
木
が
四
天
柱
へ
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
安
楽
寺
・
日

吉
八
幡
神
社
両
塔
と
高
蔵
寺
塔
で
は
、
隅
木
は
側
隅
柱
に
差
し
止
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
隅
木
は
し
っ
か
り
と
尻
が
抑
え
ら
れ
て
、
は
ね
上
っ
た
り
引
張

り
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
垂
木
の
方
は
丸
桁
位
置

や
途

中
で
止
ま
る
も
の
も
多
く
薬
王
寺
塔
や
観
音
経
寺
塔
の
よ
う
に
、
一
部
を

力
垂
木
と
し
て
四
天
柱
筋
ま
で
延
ば
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
高
蔵
寺

塔
で
は

二
重
小
屋
組
の
と
こ
ろ
で
四
方
か
ら
横
材
を
突
き
出
し
、
心
柱
の
振
れ

止
め
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
形
式
手
法
が
伝
統
的
で
あ
っ
て
も
、
内
部
の
構
造
は
近
世

の

手
法
に
よ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
内
外
と
も
伝
統
的
な
手
法
を
守
っ
て

い

る
も
の
は
少
な
く
、
乙
宝
寺
・
慈
恩
寺
両
塔
だ
け
と
い
え
る
。
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◎
　
多
　
宝
　
塔

　

多
宝
塔
下
重
の
内
部
を
み
る
と
、
石
堂
寺
・
鍍
阿
寺
・
楽
法
寺
・
最
乗
寺
の

四

塔
で
は
四
天
柱
を
立
て
、
那
古
寺
・
安
洞
院
両
塔
で
は
来
迎
柱
と
し
て
い

る
。
石
堂
寺
塔
は
四
天
柱
の
前
柱
間
に
虹
梁
を
入
れ
、
背
・
側
面
三
方
は
板
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬

で
囲
っ
て
四
天
柱
内
に
須
弥
壇
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
の

　
鍍
阿
寺
、
楽
法
寺
は
来
迎
壁
を
設
け
て
須
弥
壇
を
取
付
け
、
最
乗
寺
塔
も
来

迎
壁
を

設
け
、
置
仏
壇
と
し
て
い
る
。
な
お
、
楽
法
寺
塔
は
四
天
柱
柱
頭
に
飛

貫
を

入
れ
て

い

る
が
、
正
面
だ
け
は
虹
梁
状
の
竜
の
丸
彫
り
彫
刻
と
し
て
い

る
。
那
古
寺
塔
は
来
迎
柱
に
木
鼻
付
の
虹
梁
を
組
ん
で
三
斗
を
お
き
、
来
迎
柱

と
正
面
側
と
の
間
に
虹
梁
を
架
け
て
お
り
、
三
間
仏
堂
と
同
じ
扱
い
を
し
て
い

る
。
安
洞
院
塔
は
来
迎
柱
が
側
柱
よ
り
細
く
、
後
方
一
間
通
り
全
体
を
仏
壇
と

し
、
前
二
間
に
は
出
桁
を
回
し
て
格
天
井
を
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
仏
堂
の
扱

い

で
あ
る
。
仏
壇
正
面
三
間
に
は
虹
梁
を
架
け
、
そ
の
下
は
も
と
は
開
放
で
あ

　
旬
っ
た
。

　
変
っ
て
い
る
の
は
長
谷
寺
塔
で
、
八
本
の
柱
を
立
て
、
頭
貫
・
台
輪
を
円
形

に
組
ん

で
平
三
斗
の
組
物
を
お
き
、
須
弥
壇
は
八
角
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
来
迎
柱
は
無
い
。

　
上
重
の

組
上
げ

構
造
に

つ
い
て

は
、
各
塔
で
違
っ
た
方
式
が
み
ら
れ
る
。
最

も
一
般
的
な
方
式
に
よ
っ
て
い
る
の
が
鍍
阿
寺
塔
で
、
地
垂
木
上
の
井
桁
に
組

ん

だ
柱
盤
に
上
重
側
柱
の
う
ち
平
柱
八
本
を
立
て
、
柱
盤
上
火
打
に
盤
を
お
い

て

隅
柱
を
立
て
て
い
る
。
下
重
の
隅
木
は
火
打
梁
に
差
し
止
め
ら
れ
る
。
繋
肘

木
も
定
法
ど
お
り
組
み
、
側
柱
間
に
は
井
桁
と
隅
行
に
貫
（
縁
繋
に
な
る
）
を

通

す
。
側
柱
の
す
ぐ
内
方
に
四
天
柱
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
で
あ
ろ

う
。

　
長

谷
寺
塔
は
下
重
の
壁
付
斗
棋
間
に
渡
し
た
大
梁
上
柱
盤
に
側
平
柱
を
立

て
、
隅
柱
は
下
重
隅
木
上
の
柱
盤
に
立
て
て
い
て
、
一
二
本
の
側
柱
を
一
二
角

形
に
配

し
た
腰
貫
で
繋
ぐ
。
隅
柱
の
柱
盤
に
は
さ
ら
に
盤
を
重
ね
て
お
き
、
四

天
柱
を

転
ば

せ
て

立

て
、
四
隅
の
手
先
肘
木
を
支
え
る
持
送
の
尻
を
四
天
柱
へ

差

し
止
め
る
。
持
送
の
上
に
は
四
段
に
井
桁
を
組
み
、
手
先
肘
木
の
尻
を
こ
れ

に
差

し
止
め
て
い
る
。
四
天
柱
は
上
方
へ
延
び
て
お
り
、
左
義
長
柱
を
兼
ね
て

い

る
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
四
天
柱
と
手
先
肘
木
尻
の
組
み
方
は
独
特
の
手

法
で
あ
る
。

　
石
堂
寺
塔
は
下
重
四
天
柱
間
に
柱
盤
（
下
重
の
垂
木
掛
を
兼
ね
る
）
を
差
し

て

組

み
、
こ
れ
と
同
高
に
火
打
の
柱
盤
も
組
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
平
柱
・
隅
柱
を

立
て

る
。
下
重
の
隅
木
尻
は
四
天
柱
に
差
し
止
め
て
い
る
。
側
柱
は
隅
柱
間
に

四
角
形
に
貫
を
上
下
二
段
に
組
む
だ
け
で
、
平
柱
に
貫
は
な
い
。
上
重
に
は
四

天
柱
を

立
て

な
い
。
手
先
肘
木
尻
は
通
常
の
繋
肘
木
の
納
ま
り
と
な
っ
て
い

る
。　

楽
法
寺
塔

は
、
上
重
側
柱
の
う
ち
隅
柱
四
本
を
下
重
隅
木
上
に
、
残
り
の
八
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本
を
下
重
尾
垂
上
柱
盤
に

立

て
、
腰
と
台
輪
の
位
置
に
は
盤
を
井
桁
に
組
ん
で

柱
を
繋
ぐ
。
下
重
四
天
柱
の
頂
に
は
繋
肘
木
を
輪
推
ぎ
込
ん
だ
上
に
盤
を
井
桁

に
組

み
、
こ
れ
と
上
記
の
腰
繋
間
、
腰
繋
と
台
輪
繋
間
、
台
輪
繋
上
の
三
段
に

分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
八
本
、
四
本
、
＝
一
本
の
束
を
立
て
、
下
重
の
尾
垂
木
・
隅

木
は
下
段
束
に
、
上
重
手
先
肘
木
尻
は
上
段
束
に
差
し
止
め
て
い
る
。
他
に
例

を

み

な
い
、
頑
丈
な
組
み
方
で
あ
る
。

　
最
乗
寺
塔
は
下
重
の
四
天
柱
が
上
重
へ
延
び
て
側
隅
柱
と
な
る
が
、
上
重
で

は
外
側
へ
片
寄
せ
て
太
さ
を
細
め
て
い
る
。
平
柱
は
下
重
の
真
桁
上
に
渡
し
た

盤
上
に
立

て
、
こ
れ
ら
の
側
柱
を
円
形
の
貫
で
繋
ぐ
。
大
梁
上
に
は
上
重
四
天

柱
を
通
常
よ
り
や
や
外
寄
り
に
立
て
る
。
下
重
の
手
先
肘
木
尻
は
四
天
柱
へ
差

し
止
め
、
隅
木
は
上
重
の
隅
柱
と
四
天
柱
へ
長
柄
で
差
し
止
め
て
い
る
。
上
重

の

繋
肘
木
は
通
常
の
組
み
方
で
あ
る
。

　
安
洞
院
塔
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
重
に
も
四
天
柱
を
立

て
、
こ
れ
に
下
重
隅
木
を
差
し
止
め
、
側
柱
に
は
円
形
の
貫
を
通
し
、
側
柱
・

四
天
柱
間
に

も
貫
を
通
す
。
繋
肘
木
は
通
常
の
組
み
方
で
あ
り
、
在
来
の
組
上

げ
構
法
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
重
の
組
上
げ
構
法
は
各
塔
区
々
で
、
同
じ
方
式
は
み
ら
れ

な
い
。

六
、
細
部
の
装
飾

　
近
世
の

社
寺
建
築
で
は
、
彫
刻
を
付
け
彩
色
を
施
し
た
装
飾
性
豊
か
な
遣
構

が

多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
と
く
に
関
東
地
方
に
顕
著
で
あ
り
、
伝
統
性

の

強
い
塔
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
東
北
・
関
東
地
方
の
一
七
塔
の
う
ち
、

岩
手
県
の
普
門
寺
三
重
塔
、
山
形
県
の
安
久
津
八
幡
宮
三
重
塔
、
福
島
県
の
安

洞
院
多
宝
塔
、
茨
城
県
の
薬
王
院
・
不
動
院
両
三
重
塔
、
千
葉
県
の
新
勝
寺
・

観
音
経
寺
両
三
重
塔
と
那
古
寺
多
宝
塔
、
神
奈
川
県
の
最
乗
寺
多
宝
塔
、
新
潟

県
の
妙
宣
寺
五
重
塔
と
長
谷
寺
多
宝
塔
な
ど
に
は
彫
刻
に
よ
る
装
飾
が
付
け
ら

れ
、
こ
の
う
ち
安
洞
院
・
長
谷
寺
両
多
宝
塔
、
薬
王
院
・
不
動
院
・
新
勝
寺
各

三
重
塔
、
そ
れ
に
東
照
宮
五
重
塔
で
は
、
全
体
に
極
彩
色
や
漆
塗
が
施
さ
れ
て

い

る
。
こ
こ
で
は
、
彫
刻
を
付
け
た
一
一
塔
に
つ
い
て
、
少
し
細
か
く
み
て
み

よ
う
。

　
ま
ず
軸
部
で
は
、
頭
貫
に
木
鼻
を
付
け
る
こ
と
は
禅
宗
様
の
一
般
的
な
手
法

で
あ
る
が
、
東
北
地
方
の
安
久
津
八
幡
宮
・
安
洞
院
・
普
門
寺
三
塔
で
は
木
鼻

を

象
鼻
や
獅
子
鼻
の
丸
彫
の
掛
鼻
と
し
て
お
り
、
安
洞
院
・
普
門
寺
両
塔
で
は

隅
柱
だ
け
で
な
く
平
柱
に
も
付
け
て
い
る
。
那
古
寺
塔
で
は
側
回
り
に
は
な

く
、
内
部
の
来
迎
柱
の
頭
貫
に
獅
子
鼻
が
付
く
。
長
谷
寺
塔
は
台
輪
に
も
木
鼻

を
付
け

る
禅
宗
様
系
の
手
法
に
な
る
が
、
頭
貫
木
鼻
の
先
端
を
篭
彫
と
し
て
い
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六、細部の装飾

る
点
が
変
っ
て
い
る
。

　
薬
王
院
・
新
勝
寺
・
不
動
院
・
那
古
寺
各
塔
で
は
初
重
の
柱
や
長
押
、
壁
板

等
に
幾
何
学
的
な
連
続
模
様
を
刻
む
地
紋
彫
を
施
し
て
い
る
。
柱
に
ぐ
り
形
文

（
新
勝
寺
・
不
動
院
両
塔
）
、
台
輪
・
長
押
に
菱
繋
文
等
（
新
勝
寺
）
、
頭
貫
に

菱
繋
文
（
薬
王
院
塔
）
、
紗
綾
形
文
（
那
古
寺
塔
）
の
ほ
か
、
脇
間
腰
板
壁
に

紗
綾
形
文
と
草
木
・
鳥
獣
の
浮
彫
（
新
勝
寺
塔
）
、
同
じ
く
脇
間
腰
板
壁
に
亀

甲
繋
文
と
輪
宝
の
浮
彫
（
薬
王
院
塔
）
な
ど
で
あ
る
。
地
紋
彫
と
は
少
し
違
う

が
、
不
動
院
塔
の
長
押
に
は
唐
草
文
を
陰
刻
し
て
い
る
。

　
浮
彫
を
付
け
た
も
の
と
し
て
は
、
薬
王
院
・
新
勝
寺
両
塔
の
脇
間
窓
板
壁
に

高
肉
彫
の
十
六
羅
漢
像
、
那
古
寺
塔
の
同
じ
く
窓
板
壁
に
唐
獅
子
、
不
動
院
塔

の

脇
間
腰
板
壁
に
蓮
花
の
ほ
か
、
不
動
院
塔
の
頭
貫
に
肉
合
彫
の
草
木
・
鳥
獣

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
長
谷
寺
塔
で
は
頭
貫
板
に
雲
文
の
浮
彫
り
、
妙
宣
寺
塔

で
は
頭
貫
に
波
や
唐
草
の
透
彫
を
張
付
け
て
い
る
。

　
次
に
組
物
を
み
る
と
、
本
来
は
構
造
材
で
あ
る
尾
垂
木
が
丸
彫
の
彫
刻
と
化

し
た
も
の
が
多
い
。
薬
王
院
・
新
勝
寺
・
不
動
院
・
普
門
寺
（
二
重
）
・
観
音
経

寺
の
各
三
重
塔
、
長
谷
寺
・
那
古
寺
・
最
乗
寺
の
各
多
宝
塔
の
上
重
で
は
尾
垂

木
の
先
を
竜
頭
（
新
勝
寺
・
薬
王
院
両
塔
の
三
重
は
象
か
摸
）
と
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
薬
王
院
・
新
勝
寺
・
観
音
経
寺
の
三
塔
は
竜
頭
が
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

木
で
造
ら
れ
、
込
栓
で
止
め
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
不
動
院
塔
で
は
平
の

竜
頭
は

よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
隅
は
尾
垂
木
か
ら
造
り
出
さ
れ
て
い
る
。
長
谷

寺
塔
は
上
重
の
二
段
に
な
る
尾
垂
木
の
う
ち
上
段
の
平
だ
け
竜
頭
で
、
こ
れ
は

手
先
肘
木
か
ら
造
り
出
さ
れ
て
い
る
。
最
乗
寺
塔
は
上
重
の
二
段
の
尾
垂
木
の

う
ち
、
上
段
が
雲
、
下
段
が
竜
頭
で
、
両
方
と
も
別
木
で
造
ら
れ
、
込
栓
で
止

め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彫
刻
化
し
た
尾
垂
木
は
別
木
を
取
付
け
る
も

の

と
、
造
り
出
し
た
も
の
と
が
あ
る
。

　
軒
支
輪
を

厚
板

と
し
、
こ
れ
に
浮
彫
を
付
け
る
も
の
も
多
い
。
雲
文
・
雲
波

文
を
刻
む
不
動
院
・
安
久
津
八
幡
宮
・
観
音
寺
各
三
重
塔
と
長
谷
寺
・
安
洞
院
・

最
乗
寺

（
上
重
）
各
多
宝
塔
、
菊
水
文
を
刻
む
最
乗
寺
塔
（
下
重
）
な
ど
が
あ

る
。
那
古
寺
塔
下
重
で
は
菱
繋
花
文
の
地
紋
彫
を
刻
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
不

動
院
塔
で
は
軒
天
井
に
も
雲
波
・
草
木
等
の
浮
彫
を
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
斗
棋
間
の
琵
琶
板
に
彫
刻
を
入
れ
る
も
の
も
多
い
。
薬
王
院
塔
（
初

重
）
・
新
勝
寺
塔
（
二
重
・
三
重
）
・
長
谷
寺
塔
（
上
重
）
・
不
動
院
塔
・
観

音
経
寺
塔
・
最
乗
寺
塔
（
上
重
）
で
は
草
木
・
鳥
獣
・
雲
水
等
を
、
新
勝
寺

（初
重
）
で
は
中
国
故
事
の
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
高
肉
彫
と
し
て
い
る
。
長
谷
寺

塔
（
下
重
）
で
は
花
鳥
等
を
透
彫
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
彫
刻
は
別
木
で
造

り
、
琵
琶
板
の
外
面
に
取
付
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
不
動
院
塔
の
よ
う
に

彫
刻
そ
の

も
の
を
琵
琶
板
と
し
て
嵌
め
込
む
も
の
も
あ
る
。

　
組
物
で
は
ほ
か
に
、
拳
鼻
を
彫
刻
化
し
た
も
の
が
あ
る
。
那
古
寺
塔
は
下
重

拳
鼻
を
獅
子
（
下
段
）
と
竜
（
上
段
）
の
二
段
、
二
手
先
肘
木
の
鼻
を
獅
子
と

し
、
最
乗
寺
塔
上
重
で
は
拳
鼻
を
鳥
（
鳳
風
か
）
、
普
門
寺
塔
（
初
重
）
で
は
隅
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近世仏塔の意匠と構造（2）

行
手
先
肘
木
の
鼻
を
象
鼻
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
那
古
寺
塔
で
は
、
下
重
軒
天

井
に
四
面
で
異
な
る
地
紋
彫
を
施
し
て
い
る
。

　
軒
廻

り
で
は
、
垂
木
で
は
な
く
厚
板
の
板
軒
と
し
て
、
こ
れ
に
浮
彫
を
施
し

た

も
の
が
あ
る
。
新
勝
寺
塔
・
普
門
寺
塔
・
安
洞
院
塔
の
三
塔
で
、
新
勝
寺
・

安
洞
院
両
塔
は
各
重
と
も
二
軒
の
板
軒
で
あ
る
が
、
普
門
院
塔
は
初
重
を
二
軒

平
行
垂
木
、
三
重
を
二
軒
扇
垂
木
と
し
、
二
重
の
み
一
軒
の
板
軒
と
し
て
い

る
。
新
勝
寺
塔
は
雲
波
文
を
、
普
門
寺
塔
は
雲
波
文
に
加
え
輪
宝
を
各
面
に
一

個
ず
つ
刻
む
。
安
洞
院
塔
は
雲
文
を
刻
む
が
、
下
重
で
は
正
面
に
軒
唐
破
風
を

設

け
、
上
重
で
は
雲
文
に
天
女
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
長
谷
寺
塔
で
は

上
重
の

隅
木
に
雲
文
の
浮
彫
を
付
け
て
い
る
。

　
中
世
以
前
の
塔
で
は
、
彫
刻
に
よ
る
装
飾
は
墓
股
と
隅
木
下
持
送
に
限
ら
れ

た

が
、
近
世
の
東
北
・
関
東
地
方
の
塔
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
彫
刻
を
豊
富
に

付
け
た
塔
が

あ
り
、
と
く
に
茨
城
・
千
葉
地
方
に
多
い
。
同
じ
大
工
が
建
て
た

薬
王
院
塔
と
新
勝
寺
塔
を
比
べ
て
み
る
と
、
七
年
あ
と
の
新
勝
寺
塔
の
方
が
彫

刻
の

量
が

多
い
し
、
同
じ
大
工
が
建
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
安
久
津
八
幡
宮
塔

と
安
洞
院
塔
を
見
比
べ
て
も
、
一
四
年
あ
と
の
安
洞
院
塔
の
方
が
彫
刻
化
が
進

ん

で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
塔
の
遣
構
は
他
の
地
方
に
も
あ
る
が
、
数
は
少
な

く
、
彫
刻
の
量
で
東
北
・
関
東
地
方
の
遺
構
に
匹
敵
す
る
も
の
は
、
徳
島
県
の

熊
谷
寺
多
宝
塔
だ
け
で
あ
る
。

注
、
他
府
県
か
ら
移
築
さ
れ
た
塔
及
び
不
完
全
な
塔
は
除
く
・
　
　
　
　
㎝

2
　
東
京
都
に
は
、
本
門
寺
・
旧
寛
永
寺
両
五
重
塔
の
ほ
か
に
、
浅
草
寺
五
重
塔

　

（慶
安
元
年
建
立
、
昭
和
二
十
年
焼
失
）
と
感
応
寺
五
重
塔
（
寛
政
三
年
建
立
、

　
昭
和
三
十
二
年
焼
失
）
が
あ
っ
た
。

3
　
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
初
期
・
中
期
・
後
期
・
末
期
の
年
代
区
分
は
文
化
庁
建

　
造
物
課
方
式
に

よ
る
。
（
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
指
定
建
造
物
目
録
』
参
照
）

4
　
法
華
経
寺
塔
の
五
重
小
屋
組
に
は
平
行
垂
木
の
痕
跡
を
も
つ
旧
茅
負
が
残
さ
れ

　
て
い
る
か
ら
、
も
と
は
五
重
も
平
行
垂
木
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

5
　
本
門
寺
塔
は
初
重
が
元
禄
十
五
年
に
改
修
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
初
重
も
二

　
重
以
上
と
同
じ
く
禅
宗
様
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
た
だ

し
、
墓
股
は
古
い
よ
う
で
あ
る
。

6
　
石
堂
寺
塔
は
、
現
在
は
四
天
柱
間
に
正
面
桟
唐
戸
、
側
面
板
戸
引
違
と
し
て
い

　
る
が
、
正
面
は
虹
梁
下
の
長
押
を
枕
捌
き
と
し
、
側
面
は
柱
に
板
溝
が
あ
る
。

7
　
鍍
阿
寺
塔
は
、
須
弥
壇
上
に
厨
子
を
安
置
し
、
背
面
は
来
迎
壁
の
中
ほ
ど
を
仏

　
寵
状
に
造
り
、
仏
像
を
祀
っ
て
い
る
。

8
　
安
洞
院
塔
は
、
現
在
は
仏
壇
正
面
の
中
央
間
に
桟
唐
戸
を
建
て
、
両
脇
間
に
火

　
灯
窓
付
板
壁
を
嵌
め
て
い
る
。

9
　
観
音
経
寺
塔
で
は
、
三
重
全
体
と
二
重
の
一
部
に
尾
垂
木
が
取
付
け
ら
れ
て
お

　
ら
ず
、
手
先
肘
木
が
先
端
を
切
り
落
と
し
、
込
栓
の
穴
を
あ
け
た
ま
ま
に
な
っ
て

　
い
る
。



（1）五重塔
表一1東北・関東地方の近世仏塔

（寸法　単位：尺）

番

号

1

※1

2

※2

3

4

名　称

最勝院

東照宮

法華経寺

本門寺

所　在　地

青森県弘前市

銅屋町

栃木県日光市

山内

千葉県市川市

中山町

東京都大田区

建立年代

寛文6（1666）

〔伏鉢刻銘〕

文政元（1818）

〔銅棟札〕ほか

元和8（1622）

〔露盤刻銘〕

慶長12（1607）

工　匠　名

大工江戸神田

大久保喜平治

御大工鈴木近

重

別

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

初

総間　〔S）

寸　　法

18。92

16．34

14．52

11．18

9．46

16．00

14．50

13．00

11．50

10．00

16．095

14．79

13．485

12．18

10．875

15．99

14．75

13．45

枝

4
8
4
6
2

4
3
3
ウ
匂
9
一
32

29

26

23

（20）

37

34

31

28

（25）

37

（34）

（31）

中　　央　　間

寸　　法

6．88

6．02

5．16

4．30

3．44

6．00

5．50

5．00

4．50

4．00

5．655

5．22

4．785

4．35

3．915

5．63

5．21

4．81

枝

6
4
2
0
8

1
　
1
　
1
　
1

12

11

10

9

（8）

13

12

11

10

（9）

13

（12）

（11）

1枝寸法

34
ロ

0

05
ら

0

）〃（

534
　

0

）11（

0．43

（〃）

（〃）

脇　　の　　間

寸　　法

6．02

5．16

4．68

3．44

3．Ol

5．00

4．50

4．00

3．50

3．00

5．22

4．785

4．35

3．915

3．48

5．18

4．77

4．32

枝

4
2
1
8
7

1
　
1
　
1

10

9

8

7

（6）

12

11

10

9

（8）

12

（11）

（10）

1枝寸法

34
ら

0

05
ロ

0

）（

534
　

0

）（

0．43

（〃）

（〃）

逓 減

寸法

2．58

1．72

3．44

1．72

05
・

1

503
．

1

1．24

1．30

1．29

率

1．0

0．5

1．0

0．625

1．0

0．675

1．0

軸部高

7．74
（0．41S1）

4．22

8．50
（0．53S1）

3．69

9．04
（0．56S1）

3．315

O
．
っ
N



※2

5

6

旧寛永寺

妙宣寺

感応寺

古　　図

池上

東京都台東区

上野公園

新潟県佐渡郡

真野町阿仏坊

東京都台東区谷

中

〔伏鉢刻銘〕

寛永16（1639）

〔伏鉢刻銘〕

文政8（1825）

〔棟札写〕

寛政3（1791）

江守長次

大工甲良豊後

守四位宗七・

棟梁甲良左吉

藤原宗久・椎

名兵庫

棟梁相川茂三

右衛門

四

五

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

初

二

三

四

五

12．16

10．80

15．98

14．57

13．16

11，75

10．34

11．55

10．81

10．45

9．01

7．925

18．00

16．96

15．37

13，78

12．19

（28）

（25）

4
1
h
b
5
2

3
3
2
2
2

32

30

29

25

（22）

34

32

29

26

（23）

4．30

3．90

5．64

5．17

4．70

4．23

3．76

4．33

4．33

3．97

3．24

2．885

6．36

6．36

5．83

5．30

4．77

）
）
0
0
∨

1

（
（

2
1
0
9
8

1
1
1
12

12

11

　9

（8）

12

12

11

10

（9）

）
）
（
（

0．47

〃

〃

　〃

　〃

0．361

　”

　〃

0。405

（0．361）

35
カ
0

3．93

3．45

5．17

4．70

4．23

3．76

3．29

3．61

3．24

3．24

2．885

2．52

5．82

5．30

4．77

4．24

3．71

（9）

（8）

1
0
9
8
7
」

1
1

　
　
　
　
）

0
0
∨
9
8
7

1

　
　
　
　
（

11

10

　9

　8

（7）

）
）
（
（

74
　
0

0．361

0．405

　”

0．361

（〃）

35
コ

0

1．36

14
・

1

0．74

0．36

0．44

1．085

1，06

1．57

〃

〃

0．675

1．0

0．647

1．0

0．685

1．0

0．677

　7．97
（0．50S1）

　6．43
（0．56S1）

2．58

　9．0
（0．5S1）

注　※1については文化庁所蔵図面、※2については修理工事報告書によった。
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（2）三重塔

番

号

1

2

3

4

5

6

名　　称

普門寺

日吉八幡

神　　社

安久津

八幡宮

慈恩寺

隠津島

神　　社

法用寺

所　在　地

岩手県陸前高

田市米崎町地

竹沢

秋田市八幡

山形県東置賜

郡高畠町安久

津

山形県寒河江

市慈恩寺

福島県安達郡

東和町木幡治

家

福島県大沼郡

会津高田町雀

林

建立年代

文化6（1809）

〔棟札〕

宝永4（1707）

〔心柱盤墨書〕

寛政7（1795）

〔丸桁墨書〕

工　匠　名

棟梁吉田安左

衛門・塚本与

一郎・松本［

大工棟梁伊達

鳥取邑山口右

源司

　　　　　　　匠長当山布川
文政11（1828）　豊真

〔棟札〕　　　　木挽棟梁当山
　　　　　　1志田小太郎

延宝2（1674）

改修

〔記録〕

明和5（1768）

〔板絵図〕

大工棟梁当国

画山次衛門・

越口仙七

重

別

初

初

初

初

初

初

総　　間（S）

寸　法

5．40

10．24

8．32

6．40

15．36

13．44

10．56

16．90

15．31

13．72

12．16

10．64

9．50

13．44

11．76

9．87

枝

22

板

扇

32

26

（20）

32

28

（22）

2
9
6

3
2
22
8
5

3
2
9
・　32
　28

（23．5）

中 央 間

寸　法

2．46

3．84

3．20

2．56

5．76

4．80

3．84

6．34

5．81

5．28

4．56

3．80

3．42

5．04

4．20

3．57

枝

10

12

10

（8）

12

10

（8）

2
1
0

1
1
1ウ・
0
0
V

1
1
12

10

（8．5）

1枝寸法

0．246

23
　

0

0．48

”

〃

825
ロ
0

83
コ

0

24
コ

0

脇 の 間

寸　法

1．47

3．20

2．56

1．92

4．80

4．32

3．36

5．28

4．75

4．22

3．80

3．42

3．04

4．20

3，78

3．15

枝

6

10

　8

（6）

01

9

）7（

0
9
8

1

0
9
8

1

10

　9

（7．5）

1枝寸法

0．245

23
コ

0

0，48

〃

〃

825
コ

0

83
コ

0

24
コ

0

逓 減

寸　法

29
サ
ー

〃

29
コ
ー

88
ロ

2

95L

〃

1．52

1．14

1．68

1．89

率

1．0

0．625

1．0

0．69

1．0

0．81

1．0

0．78

1．0

0．73

軸部高

　5．07
（0．94S1）

　6．485
（0．63S1）

　8．12
（0．53Sl）

　4．45

　3．685

　9．925
（0．59S1）

　5．25

　4．88

　8．01
（0．66S1）

　4．32

　3．56

　8．52
（0．63S1）

　4．085

　3．86

F満



7

8

9

10

11

12

13

高蔵寺

薬王院

不動院

旧四本竜
寺

高勝寺

新勝寺

観音経寺

福島県いわき市

高倉町鶴巻

茨城県真壁郡

真壁町椎尾

茨城県筑波郡

伊奈村板橋

栃木県日光市

山内

栃木県下都賀

郡岩舟町静

千葉県成田市

成田

千葉県山武郡

芝山町芝山

安永3（1774）

〔伏鉢刻銘〕

宝永元（1704）

〔心柱墨書〕

安永8（1779）

〔縁腰組墨書〕

正徳3（1713）

〔記録〕

寛延4（1751）

〔露盤刻銘〕

正徳2（1712）

〔心柱墨書〕

天保7（1836）

〔伏鉢刻銘〕

大工桜井瀬左

衛門安信

塔大工大山平

六

大工棟梁桜井

瀬左衛門、彫

物師円哲無関

棟梁清宮吉兵

衛

初

初

12．40

10．54

8．68

15．09

13．475

11．86

初

初

初

13．96

12．85

11．56

18．05

15．15

12．35

13．44

10．92

9．24

初　　14．14

二　　　12．625

三　　　11．11

初 02
コ

51

577
エ

31

53
コ
21

0
㎡
倦
8

4
3
ワ
錫

8
5
ワ
●

2
り
白
2
n
乙

　
0
　
7

3

3
　
2

8
2
6

3
3
22
ρ
0
2

Q
∨
ワ
一
ワ
一

8
5
2

2
り
ρ
2
32

29

（26）

4、96

3．72

3．10

6．47

4．855

4．31

6．12

5．02

4．60

56
ぶ

6

56
の

5

57
コ

4

5．04

4．20

3．36

6．06

4．545

4．04

07
ロ

5

522
　
5

57
　

4

6
り
匂
ハ
U

1
　
1
　
1

2
0
∨
8

1

4
9
臼
1

1
1
14
2
0

1
1
1う
】
0
8

1
1
21

9
　
■
◎

12

11

（10）

130

935
ぼ

0

0．438

0．418

〃

0．475

0．47

0．475

24
や

0

505
コ

0

11

”

574
コ

0

1
1

〃

3、72

3．41

2．79

4．31

4．31

3．775

3．92

3．915

3．48

5．70

4．75

3．80

4．20

3．36

2．94

4．04

4．04

3．535

4．75

4．275

3．80

2
1
0
V

l
l

8
8
79
9
8ワ一〇
只
）

1
　
1

0
8
7

1

只
U
8
710
　9

（8）

13
コ

0

935
ら

0

0．436

0．435

〃

574
コ

0

24
ウ
0

505
コ

0

11

〃

574
コ

0

68L

〃

1，615

1．615

1．11

1．29

2．52

1．68

515
・

1

〃

524
　

1

11

1．0

0．70

1．0

0．786

1．0

0．83

1．0

0．684

1．0

0．688

1．0

0．786

　8．835
（0．71S1）

　9．335
（0．62S1）

　4．25

　4．25

　　9．04
（0．645Sl）

　　3．88

　　3．87

　9．12
（0．50S1）

　3．69

　3．44

　　7．595
（0．565S1）

　　3．425

　　3．215

　　9．00
（0．635S1）

　　4．12

　　4．12

1．0

0．81

　8．48
（0．56S1）

　3．68

　3．73

N苺



14

15

16

17

※

安楽寺

西福寺

成就院

乙宝寺

円蔵寺

板絵図

埼玉県比企郡

吉見町御所

埼玉県川口市

西立野

埼玉県行田市

長野

新潟県北蒲原

郡中条町乙

福島県河沼郡

柳津町柳津

江戸時代初期

元禄6（1693）

〔棟札〕

享保14（1729）

〔棟札〕

元和6（1626）

〔棟札〕

文政頃

大工内木市兵

衛

大工京都小嶋

近江守藤原吉

正

初

初

初

初

初

14。22

12．58

10．94

14．66

11．91

9．16

7．40

6．24

5．08

14．118

12．488

10．86

17．6

15．4

12．1

ρO

n

δ
0

2
2
ウ
一

2
ρ
0
（
U

3
り
↑
ワ
臼

6
3
0

2
2
2
32

28

（22）

5．47

4．92

4．38

5．50

4．58

3．66

5．43

4．886

4．344

6．6

5．5

4．4

0
9
8

1

9
臼
0
8

1
1

0
0
∨
8

1

12

10

（8）

0．547

〃

〃

0．458

〃

〃

0．543

〃

〃

0。55

〃

〃

4．375

3．83

3．28

4，58

3．665

2．75

4．344

3．801

3．258

5，5

4．95

3．85

8
7
60
8
6

1

8
7
6
10

9

（7）

0．547

〃

〃

0．458

〃

〃

0．543

〃

〃

0．55

〃

〃

1．64

1．64

2，75

2．75

1。63

1．628

2．2

3．3

1．0

0，79

1．0

0．625

1．0

0，685

1．0

0．77

1，0

0．69

　9．10
（0．64S1）

　8、60
（0．61S1）

　10，6
（0．60S1）

　4．85

　4．85

注※については、文化庁所蔵図面によった。
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（3）多　宝　塔

番

号

1

2

　
1
3
※

　
2
4
※

5

6

7

名　称

安洞院

楽法寺

鍍阿寺

石堂寺

那古寺

最乗寺

長谷寺

所在　地

福島県福島市

山rI

茨城県真壁郡

大和村本木

栃木県足利市

家富町

千葉県安房郡

丸山町石堂

千葉県館山市

那古

神奈川県南足

柄市関本

新潟県佐渡郡

畑野町長谷

建立年代

文化9（1812）

〔寺伝〕

嘉永6（1853）

〔棟札〕

享和3（1803）

〔擬宝珠刻銘〕

江戸時代中期

宝暦11（1761）

〔心柱墨書〕

文久3（1863）

〔心柱墨書〕

延享4（1747）

〔棟札〕

工　匠　名

大工藤原右源次

大工棟梁柴山

播磨正始治

棟梁大工上野庄

右衛門他

麟纏曙覆
門、彫工後藤豊
次郎

大工間金介・小

田民部

下　重　柱　間（S）

総　間

9．79

（34枝）

20．97

40枝

23．00

46枝

13．66

40枝

12．98

40枝

16．37

40枝

20．10

56枝

中央間

4．61

（16枝）

8．39

16枝

9．00

18枝

5．46

16枝

5．20

16枝

6．55

16枝

7．18

20枝

脇の間

2．59

（9枝）

6．29

12枝

7，00

14枝

4，10

12枝

3．89

12枝

4．91

12枝

6．46

18枝

1枝寸法

板軒

（0．288）

0．524

0．50

0．341

0．324

0．409

0．539

上重径

　13，9

（0．66S）

　11．9

（0．52S）

　5．64

（0．41S）

　6．80

（0．52S）

　8．59

（0．525S）

下重軸部高

　8．355

（0．85S）

11．40

（0．54S）

　8．97

（0．39S）

　9．00

（0．55S）

　9．065

（0，45S）

下 重

柱

円

円

円

方

方

円

円

組　物

三手先

三手先

出　　組

出　　組

二手先

二手先

二手先

軒

二軒板

二軒平行

二軒平行

二軒平行

二軒平行

二軒平行

二軒平行

上 重

組　物

三手先

三手先

軒

二軒板

二軒扇

四手先

四手先

四手先

四手先

三手先

二軒扇

二軒平行

二軒平行

二軒扇

二軒扇

注※1については、元禄5年（1692）の建立とも伝えられるが、細部手法からみると江戸時代後・末期とする方がよい。また、※2については相輪露盤に天文14年（1645）の刻銘

　があるが、室町時代の前身塔の部材を一部再用して、江戸時代に再建したとみるべきであろう。

等
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（4）宝 塔

番

号

1

名 称

本門寺

所　　在　　地

東京都大田区池

上

建立年代

文政11（1828）

〔棟札〕

工　　匠　　名

工匠池上山本新

七藤原信盛・山

本卯之助藤原清

仲

下 階

総間

17．0

中央間

7．0

脇間

5．0

上階径

10．0

組物

三手先

軒

二軒扇

備 考

下階、側柱8本・四天柱

上階、側柱12本・四天柱

注　修理工事報告書によ一た。
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表一2各部の様式

名 称

本門寺五重塔

法華経寺五重塔

旧寛永寺五重塔

最勝院五重塔

東照宮五重塔

妙宣寺五重塔

旧感応寺五重塔

乙宝寺三重塔

安楽寺三重塔

隠津島神社三重塔

西福寺三重塔

薬王院三重塔

日吉八幡神社三重塔

新勝寺三重塔

旧四本竜寺三重塔

高勝寺三重塔

成就院三重塔

法用寺三重塔

高蔵寺三重塔

重別 1軸

初

二～五

全

’’

〃

初～四

五

四

初

～

五

二

四
～

五

初

全

〃

’’

〃

〃

初・二

全

’’

初・二

全

初・二

全

部

和　　　　様

禅　　宗　　様

和 様

〃

’’

〃

　
〃

〃

　
〃
　
　
〃

”

’’

〃

’’

〃

〃

禅宗様、長押

　　”

和 様

’’

〃

　
1
1

’’

〃

　
〃

和様（長押なし）

組 物

様

様

　

宗

和

禅

和 様

〃

和様、一手通肘木

様

様

　

宗

和

禅

和様、一手通肘木

和　　　　様

　　〃

　　〃
和様、尾垂木2段

和 様

’’

’’

〃

〃

禅宗様、墓股

禅　　宗　　様

和 様

〃

〃

　
〃

和様、尾垂木2段

　　”

和様、一手長肘木

軒

様

様

　

宗

和

禅

和 様

’’

〃

〃

様宗禅

和　　 様

　　〃

禅　宗　様

和　　　様

禅　宗　様

和 様

’’

’’

〃

〃

様宗禅

（板 軒）

和 様

　　”

禅　宗　様

和様（吹寄）

様
様

　

宗

和

禅

和 様

246



不動院三重塔

安久津八幡宮三重塔

普門寺三重塔

慈恩寺三重塔

観音経寺三重塔

円蔵寺三重塔

石堂寺多宝塔

長谷寺多宝塔

那古寺多宝塔

鍍阿寺多宝塔

安洞院多宝塔

楽法寺多宝塔

最乗寺多宝塔

1全

初・二

初

全

初・二

初・二

和 様

〃

　
〃

禅宗様、長押

　　〃

　　〃

和 様

〃

　
〃

〃

　
〃

全1 ，，

下

上

全

下

上

下

上

全

下

上

禅宗様、長押

　　〃

和 様

〃

　
1
1

1
1　
〃

’’

1
1　
1
1

和 様

〃

　
〃

（特　　　殊）

禅宗様、墓股

　　〃

和 様

和様、尾垂木2段

　　〃

〃

　
〃

和 様

禅宗様、詰組

禅　宗　様

和 様

〃

　
〃

　　〃
和様、尾垂木2段

和 様

禅宗様、墓股

禅　宗　様

和　　様

　〃

禅宗様

和　　様

板　　軒

禅宗様

和　　様

　〃

禅宗様
様

様

　

宗

和

禅

和　　様

　〃

禅宗様

和　　様

　〃

禅宗様

（板　 軒）

’’

和　　様

　〃

禅宗様
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近世仏塔の意匠と構造（2）

資

料

、

最
勝
院
五
重
塔

〔伏
鉢
銘
〕
文
化
庁
「
指
定
説
明
」
に
よ
る

連
光
山
大
円
寺
京
遊
閃
一

寄
進
前
土
佐
大
守
賃
園
｝

当
本
願
七
世
建
立
当
剰
口
囚

奉
加
越
中
守
信
政
公

寛
文
六
年
口
口

　
　
　
五
月
大
吉
口
日

　
　
　
亟

吉

田
庄
治

二
、
東
照
宮
五
重
塔

〔銅
棟
札
〕
　
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

　
先
是
慶
安
元
年
戊
子
四
月
十
七
日
正
当

東
照
宮
三
十
三
回

御
忌
忠
勝
辱
奉

釣
命
監
護
法
華
八
講
大
斎
会
無
故
障
被
遂
行
詑
於
是
申
蒙

命
表
其
微
枕
営
此
高
顕

上

棟
　
日
光
山
　
東
照
宮
　
宝
塔

慶
安
三
年
庚
寅
四
月
十
七
日

　
　
　
　

若
狭
国
主
従
四
位
上
左
近
少
将
兼
讃
岐
守
源
姓
酒
井
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
勝
創
建

文
化
十
二
年
乙
亥
十
月
十
六
日
故
宝
塔
回
禄

文
政
元
年
戊
寅
九
月
十
七
日

　
　
　
　

若
狭
国
主
従
四
位
下
侍
従
若
狭
守
源
姓
酒
井
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
進
再
建

〔小
屋
材
墨
書
〕
　
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

大
工
棟
梁

　
江
戸
神
田
多
町
壱
丁
目

　
　
　
　
大
久
保
喜
平
治
藤
原
延
治
納

干
時
文
化
十
四
歳
釘
十
月
汁
二
日

三
、
法
華
経
寺
五
重
塔

〔露
盤
銘
〕

御

為
光
徳
日
元

　
同
妙
光
日
経

別
奉
此
一
蓋
雄

　
本
阿
弥
光
室

　
　
　
　
　
膝
下

　
　
　
　
奥
村
長
衛
門

　
元
和
八
七
六
日

四
、
本
門
寺
五
重
塔

〔宝
珠
銘
〕

紀
ゐ
那
賀
郡

根
来
坂
本
住

藤
原
朝
臣

田
村
一
　
　
友
次

越
務
北
庄
東
高
闘
荏

小
国
遜
㊧
「
正
家

元
和
八鷺
月
吉
日

〔伏
鉢
銘
〕
　
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

　
　両
山
第
＋
三
世
比
丘
日
詔
鍵

　
日
本
東
関
八
ケ
国
之
内
武
州

　
池
上
長
栄
山
本
門
寺
五
級
之

　
層
塔
九
輪
之
夏

　
御
建
立
檀
主
征
夷
大
将
軍

源
秀
忠
朝
臣
之
御
局
戒
号

　
　
正
心
院
日
幸
欽
而
勉
之
焉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
清
兵
衛
吉
久

　
　
御
奉
行
青
山
伯
書
守
忠
俊
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
六
右
衛
門
定
勝
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五
、

　
　
御
大
　
棟
梁
　
鈴
木
口
口
口
口
口
（
削
跡
あ
り
）

　
　
御
大
工
鈴
木
近
江
守
長
次

　
　
鋳
物
師
御
大
工
推
名
兵
庫
助
吉
次
＝
削
跡
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
佐
守
吉
次

維
時
慶
長
第
拾
二
竜
集
紅
暦
仲
秋
下
潜
第
一
糞
誌
栴

旧
寛
永
寺
五
重
塔

〔伏
鉢
銘
〕

奉
建
立
五
重
塔
壱
基

　
土
井
大
炊
頭
四

位
侍
従
藤
原
利
勝

　
　
奉
行
大
野
市
左
衛
門
函
年

　
　
　
　
一
團
囹
兵
左
衛
門
重
定

　
　
　
　
高
田
口
左
衛
門
定
里

　
　
大
工
甲
良
豊
後
守
四
位
宗
広

　
　
棟
梁
甲
良
左
吉
藤
原
宗
久

　
　
　
　
椎
名
兵
庫

　
　寛
永
拾
六
年
㎎
歳
林
鐘
吉
日

寛
永
拾
六
年
旧
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
ダ

　
　
御
山
人
工
　
　
椎
名
丘
ハ
｛
厘
頭
士
口
紬
…

七
、
日
吉
八
幡
神
社
三
重
塔

　
　
〔
心
柱
々
盤
墨
書
〕

（北
面
）
宝
永
四
丁
亥
歳
五
月
吉
日
　
大
願
主
　
青
木
平
口
（
花
押
）

　
　
　
　
　
吉
田
安
右
衛
門
口

（南
面
）
棟
梁
　
塚
本
与
一
郎
口

　
　
　
　
　
　
松
本
一
　
　
　
「

若
狭
屋
「
園
兵
衛

固
田
又
十
郎

同
一

渡
辺
長
九
郎

今
＝
一
郎
丘
ハ
衝
…

塚
元
久
兵
衛

文
林
一
圏
兵
衛
　
安
藤
平
七

嗣
魏
議
番
匠
合
±
人

田
名
辺
十
兵
衛

〔擬
宝
珠
銘
〕

羽
弼
秋
田

久
保
田

　
　
谷
橋
村

三
重
大
宝
塔

　
　
擬
法
珠

　
　
施
主
帯
屋

　
　
　
　
清
房

　
　
宝
永
四
年

　
　
　
丁
亥

　
　
　
九
月
日

料資

六
、

普
門
寺
三
重
塔

〔棟
札
〕

文
化
六
歳
次
己
巳
「
則
吉
旦
海
岸
山
補
陀
峯
ー
一
普
門
禅
寺

　
　
　

天
下
泰
平
国
家
安
全

奉
造
立
三
級
宝
塔
伏
祈

　
　
　

風
雨
和
順
五
穀
豊
饒

　
　

信
心
施
主
等
存
者
福
寿
無
量
一

山
門
繁
昌
火
盗
璽

　
　

子
孫

昌
盛
家
［

八
、
安
久
津
八
幡
宮
三
重
塔

　
　
〔
丸
桁
墨
書
〕

維
時
護
七
・
究
月
吉
祥
・
杢
簗
伊
鷺
羅
㎜
観
稽

2



近世仏塔の意匠と構造（2）

九
、
慈
恩
寺
三
1
塔

〔棟
札
〕

岡
象
女
神

当
山
　
　
　
　
　
ト
ウ
ザ
ン
　
藤
介
新
田
　
谷
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
外
記

文
政
十
一
戌
子
天
　
当
山

　
　
　
　
　

匠
長
　
布
川
豊
真
吉
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
甚
蔵

吉
太
郎
　
宇
助
　
嘉

七

。
麟
郎
硝
治
緯
介

奉

上

棟

大

元

尊

神

三

重

塔

長

久

栄
昌
守
護
所

　　　　　　　　　木謙
志
里
太
曇
藤
利
兵
衛

五
帝
竜
神
　
十
一
月
吉
祥
日
　
　
　
　
　
　
　
同
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又

蔵

ト
ウ
ザ
ン
　
は
し
本
　
ト
ウ
ザ
ン

吉
左
衛
門
藤
四
郎
　
代
吉

橋
本

　
　
ロ
　
　
ハ
シ
モ
ト

　
文

蔵

　

和

吉

駒

吉

同

所
　
　
　
大
久
保
　
　
　
　
両
所
村
　
　
　
観
音
寺
村
　
　
藤
介
新
田

　
吉
蔵
　
　
　
弥
之
助
　
　
　
甚
介
　
　
　
藤
吉
　
　
　
宇
吉

。
麟
郎
。
監
爵

　
　
　
　
　
陳
ケ
峯

　
　
　
　
　

忠
　
吉

　
小
板
師

西
里
村
藤
介

子
キ
ワ
政
吉

谷
池吉

蔵

山
雷
。
灘
助
。
齢
獣

　
　
　
謹

両
所
村
　
　
両
所
村
　
日
和
田
村

喜
作
　
　
清
八
　
　
喜
介

陳
ケ

峯
　
同
所
村
　
　
　
鍛
治

久
四
郎
　
庄
兵
衛

　
言

鹿
嶋
村
　
山
形

　
三
太
郎
　
政
之
助

山

形
　
　
　
同

　
小
四
郎
　
藤
七

谷

地

　
　
口

　
五
郎
七
　
利
助

250

十

三
、
新
勝
寺
三
重
塔

〔心
柱
墨
書
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

一
切

日
皆
善
一
切
宿
皆
賢
諸
仏
皆
威
徳
羅
皆
行
満
以
斯
誠
実
言
願
我
常
吉
祥

　

南
閻
浮
州
大
日
本
国
下
総
州
埴
生
郡
成
田
山
金
剛
王
院
神
護
新
勝
寺
中
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
声

（ア

ク
）
　
　
　
（
ウ
ム
）

　
　
　
　
（
バ
ン
）
　
　
卍
奉
新
造
立
三
重
五
智
宝
塔
一
其
為

⌒
キ

リ
ー
ク
）
　
（
タ
ラ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
哀
悪
衆
生
者
我
等
今
敬
礼

皆
正
徳
二
壬
辰
載
三
月
大
吉
祥
日

自
宝
永
六
己
丑
年
十
月
二
日
細
工
始
宝
永
八
辛
卯
年
十
月
十
日
棟
上

宝
塔
願
主
現
住
法
師
印
照
範

　
　
　
　
　

竜
共
造
立
之

姻警
聾
魏
難
故
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
州
那
賀
郡
羽
黒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
棟
梁
桜
井
瀬
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
同
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
棟
梁
　
中
野
左
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
二
壬
辰

年
三
月
十
日
　
同
国
茨
城
郡
笠
間
　
　
藤
田
孫
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
金
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
総
国
武
射
郡
堺
村

　
　
　
　
　
　
　
　

入
仏
供
養
三
十
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
膀
薙
獣
纏
纏
、
江
騙
駈
住
円
鉄
無
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
消
滅
）



十
、
高
蔵
寺
三
重
塔

〔伏
鉢
銘
］
　
い
わ
き
市
教
委
鈴
木
氏
の
御
教
示
に
よ
る

十
一
、
薬
王
院
三
重
塔

〔心
柱
墨
書
〕

料資

当
山
先
住
十
七
世

自
力
造
立
大
願
主

　
　
小
山
田

村

　
　
　
　
　
　
閑
居

　
　
　
　
　
　
　
　
承
隆

一
切
世
話
人

　
　
　
米
倉
村

　
　
　
　
弟
子

　
　
　
　
　
　
閑
居

　
　
　
　
　
　
　
　
英
隆

｛女
永
三
甲
午
歳
…

　
　
七
月
大
穀
旦

　
　
　
鋳
物
師

　
　
　
　
長
子
村

　
　
　
　
　
小
野
兵
重

　
　
　
　
　
　
　
本
高

抽
唯
一
懇
念
造
立
意

趣
者
金
輪
聖
皇
天
朝

地
久
国
内
安
寧
万
民

豊
楽
三
国
伝
燈
顕
密

祖
師
当
寺
開
山
代
々
先

師
貴
賎
霊
等
皆
成
仏
道

院
内
安
穏
紹
隆
密
教
郷

内
安
固
諸
衆
和
合
心
中
諸

願
安
定
成
弁
塵
刹
沙
界

平
等
抜
済
敬
白

本
願
当

山
学
頭
滑
八
代
中
興
本
孝
法
印
願
主
同
舟
九
代
往
昔
本
孝
発
本
堂
建
立
之
於
大
願
時
於
堂
内
企
法
華
万
部

第
子
尊
孝
建
助
願
良
恵
法
印

　
　
大
工
当
国
茨
城
郡
羽
黒
桜
井
瀬
左
衛
門
安
信

　
　
　
　
　
十

二
、
高
勝
寺
三
重
塔

〔露
盤
銘
〕

⌒北
面
）

之
読
諦

謹

　

之
益
助
孝
師
之
大
願
而
後
為
施

主
読
訓
十
部
口
口
得
方
金
拾
両
以
五
両
造
立
中
谷
小
院

　
　
　
　
　
　
　
以
五
両
宛
宝
塔
建
立
之
元
金
不
幸
而

　
　
　
　
　
　
　
落
命
之
日
呼
請
真
壁
新
宿
町
佐
藤
三

　
　
　
　
　
　
　
郎
兵
衛
大
嶋
村
鈴
木
瀬
兵
衛
口
口
方
金
五

　
　
　
　
　
　
　
郎
口
令
為
我
没
後
造
塔
之
一
助
両
父
肯

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
落
汚
十
有
余
年
彼
金
既
二
十
四
両

　
　
　
　
　
　
　
　
口
口
造
塔
之
大
願
両
父
授
予
以
此
方
金

　
　
　
　
　
　
　
造
塔
為
元
金
終
以
勧
村
落
六
年
而

　
　
　
　
　

　
　
一
U
宝
塔
供
養
宝
永
元

　
　
　
　
　
　
　
年
甲
申
天
十
月
自
十
三
日
至
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
本
尊
入
仏
井
十
万
人
講
帳
奉
納
牌

　
　
　
　
　
　
　
入
塔
日
光
御
楽
人
十
二
口
依
一
品
公

　
　
　
　
　
　
　
弁
親
王
之
命
伶
人
装
束
而
音
楽
供
養

　
　
　
　
　
　
　
同
自
十
八
日
至
廿
二
日
自
宗
他
宗
不
撰

　
　
　
　
　
　
　
僧
俗
仕
口
口
法
華
読
請
供
養

　
　
　
　
　
　
　
伏
翼
結
縁
之
僧
俗
男
女
自
他
同

　
　
　
　
　
　
　
口
ロ
ロ
正
目
　
　
　
　
　
（
以
下
消
滅
）

下
野
国
都
賀
郡
鷲
巣
村

大
願
主
画
一
誉
函
蓮
大
徳
同
国
安
蘇
郡

ロ園
一
町
助
力
庖
覚
山
唯
信
寺
陰
居
唯
圃

令
建
立
者
也

江
戸
神
田

鍋
町
大
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
仁
左
衛
門

（東

面
）
塔
大
工
下
野
国
鵠
鞠
六

　
　
　
時
干
寛
延
辛
未
季
三
月
大
吉
祥
日

（南
面
）
下
野
国
安
蘇
亜

大右
　文
　両
　人
仕岩
口舟
山

塔

建尾丙

立⑯田
太甚
郎左
兵衛
衛門
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近世仏塔の意匠と構造（2）

十

四
、
観
音
教
寺
三
重
塔

　
　
〔
伏
鉢
銘
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

（右

面
）
山
中
住

　
　
　

棟

梁
　
　
清
宮

（正
面
）

口
　
口

吉
兵
衛

衛
　
吉

勘
　
蔵

当
村
住
　
　
口
口

　
　
（
陰
刻
後
消
し
た
形
跡
が
あ
る
）

山

　小　　　五
中　　　　木
　柳　　　田

　常民口兼仙

　吉蔵吉吉蔵

鈴
　
木
　
喜
　
七

（
背
面
）
子
時

　
　
　

天
保
七
竜
舎
丙
申
祀

　
　
　
　
　
　

首
夏
上
旬
五
日
棟
祭

　
　
　
　
　

江
戸
小
伝
馬
住

　
　
　
　
　

銅

　
師
　
牧
嶋
弥
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
直

十

六
、
成
就
寺
三
重
塔

　
　
〔
棟
札
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

（表
）

（裏
）

江
戸
神
田
住

鋳
物
師
粉
川
　
市
　
正

　
　
　
　
　
村
田
吉
兵
衛

（正
面

よ
り
左
面
に
か
け
て
）

　

上
総
州
武
射
郡
芝
山
村

　
　
天
応
山
福
聚
院
観
音
寺

　

奉
造
立
九
輪
一
基

　
　
　
　

当
院
第
四
十
六
世
住

　
　
　
　

法
印
思
惟
湛
定

　
　
　
　
　
　
　
　

当
　
村

　
　
　
　
　

大
願
主
　
五
木
田
治
良
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
木
田
治
良
左
ヱ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
木

田
源
五
兵
衛

　
　
　
　
　

万
人
講
勧
化

　
　
　
　
　
　
　
　

施
主
面
々

　
　
　
　
　

願
以
此
功
徳

　
　
　
　
　

普
及
於
一
切

　
　
　
　
　

我
等
与
衆
生

　
　
　
　
　

皆
共
成
仏
道

享
保
十
四
己
酉
年
隠
居
法
宥
年
七
拾
七
歳

　
　
忍
領
長
野
村
成
就
院

　
　
　
建
立
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
照
代

　
　
　
　

利
兵
衛
　
　
　
清
　
八
　
権
兵
衛

大
工
棟
梁
　
八
兵
衛
　
　
　
喜
兵
衛
惣
　
七

　
　
　
　
　
彦
左
佐
衛
門
小
兵
衛
安
左
衛
門

平
助

十
五
、
西
福
寺
三
重
塔

〔棟
札
写
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

　
　
一
兀
禄
六
癸
酉
年

　
聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
声
　
　
願
主
立
野
村
西
福
寺
現
住
法
印
　
鏡
胤

奉
造
立
三
身
如
来
三
重
宝
塔
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
共
成
仏
道

　
　
三
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
地
頭
　
伊
奈
半
十
良
　
殿

　
造
塔
一
基
勧
進
状

夫
西
国
坂
東
秩
父
百
処
之
観
音
者
霊
験
新
而
参
詣
之

輩
得
現
世
後
生
之
利
益
無
難
然
国
遠
境
界
遙
而
老
若

男
女
無
縁
人
多
之
且
為
是
於
立
野
村
西
福
寺
去
三
月

奉
勧
請
百
勧
音
所
十
方
帰
依
諸
人
随
喜
参
詣
縄

素
至
干
今
不
随
者
也
蓋
以
大
悲
応
現
有
縁
取
方

便
平
然
散
銅
数
積
堪
造
塔
之
回
由
更
請
諸
衆
或

志
先
祖
菩
提
或
期
子
孫
繁
昌
所
施
之
米
銭
不
思

多
小
唯
以
信
心
清
浄
令
勧
進
結
縁
紛
若
然
宝
塔
起

音
開
眼
供
養
時
受
廻
向
功
徳
者
遇
現
当
二
世
伍

而
勧
進
如
件

本
尊
施
主
彫
盧
舎
那
仏

　
　
　
尾
州
御
室
千
代
姫
様

　
　
盧
舎
那
如
来
竜
泉
寺
法
印

　
　
　
　
口
尊
自
作

　
釈
迦
牟
尼
仏
牛
込
南
蔵
院

　
　
　
　
法
印
鏡
胤

供
養
導
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
武
務
江
戸
牛
込
水
道
町

三
月
廿
二
日
新
井
宿
村
　
宝
蔵
寺
　
　
　
　
　
　
内
木
市
兵
衛
口
口
五
十
歳
立
之

〔露
盤
銘
〕
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

下
野

国
佐
野
口
口
鋳
物
師
野
村
宗
右
衛
門
信
次

元
禄
五
天
申
歳
　
霜
月
吉
祥
日
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十

七
、
乙
宝
寺
三
1
塔

〔棟
札
〕
文
化
庁
「
指
定
説
明
」
に
よ
る

（表
）

元
和
五
己
未
季
　
守
護
堀
丹
後
守
源
朝
臣
直
寄
　
　
老
名
堀
主
膳
正
忠
重
　
給
人
堀
彦
太
夫

（
ア

ー
ク
）
奉
造
立
塔
一
宇
本
願
西
国
対
馬
志
多
留
村
阿
毘
留
未
子
湯
殿
一
廿
行
天
入
上
人

　
　
　
　
九
月
四
日

　
　
　
　
　

乙
宝
寺
中
興
江
弱
高
嶋
桂
田
未
子
佐
務
直
光
寺
未
第
文
精
房
政
意
法
印

大
工
京
都
小
嶋
近
江
守
藤
原
朝
臣
吉
正
肝
萸
江
溺
住
小
嶋
三
四
郎
正
久
吉
野
［

棟
梁
仁
助
同
竹
内
左
兵
衛
吉
重
　
肝
喪
乙
大
工
本
間
杢
助
実
重
子
息
拾
三
忠
木
工
左
衛
門
絶
家

九
輪
大
工
列
羽
郡
大
窪
村
新
兵
衛
家
次
鍛
治
猪
助
　
賦
船
大
学
長
慈
口
入

肝
喪
行
人
衆
正
蔵
院
西
海
宗
海
玄
海
南
海
本
海
発
心
忠
海
奉
行
勘
左
衛
門
尉
善
久
口

順
海
竜
海
輪
海
八
海
養
海
正
海
伝
海
山
海
上
人
入
海
善
海
上
海
慶
海
‖
［

寺
中
妙
法
院
宥
全
猟
福
寺
伎
俊
吉
祥
坊
清
遍
明
星
坊
尊
慶
黍
本
坊
尊
圃
仏
像
坊
藷
［

（裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
田
村
理
右
衛
門
源
右
衛
門
金
右
衛
門
諸
普
請
肝
也

塔
建
立
始
慶
長
十
九
年
五
月
廿
一
日
村
上
周
防
守
代
立
始
元
和
六
年
鞍
夘
月
十
七
日
堀
丹
後
守
代
建
納
則
焉
供
養
法
華
一
千
部
読
諦
畢
千
部
人
数
百
四
十
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
河
住
江
本
清
兵
衛
千
部
諸
腔
役
人
也

十
八
、
楽
法
寺
多
宝
塔

〔棟
札
〕

（表
）
　
（
、
ハ
ン
）

毅
麟
殻
大
梵
奎

奉
建
立
多
宝
塔
壱
宇

鑛
鍵攣
繹
天
王

嘉
永
六
歳
次
癸
丑
三
月
廿
有
八
日

燈
麟
縫
難
籍
謄
讐
羅
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
十
四
世

　
　　
雨
引
山
別
当
楽
法
寺
二
無
岬
元
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
住
暢
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
藍
安
穏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
法
繁
栄

料

（
薯
（
ボ
7
ン
）
＋
法
鋸

資

各
願
成
就

普　　　　　　大
請　　　　　　工
方　　　鋳　　棟
鑑　　　　小物柴梁
事　　田師　山大
真智　　部田源播曽
　　　藤河村始磨根良田
　　承原内　　　　　治正村
渋飯任盈大

尾罵益橡

　
　
　
　
　
　
越
後
国

　
　
　
　
　
　
　
三
嶋
郡
上
川
根
邑

　
　
　
　
　
　
　
木
挽
頭
吉
蔵

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
村

　
　
　
　
　
　
　
鍛
治
調
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
水
戸
湊

小

田
部
庄
五
郎
　
木
羽
葺
師
弥
七

　
　
　
　
成
徳

　
　
本
木

石
工
　
友
蔵

　
　
寺
領

　
　
　
国
蔵

　
　
本
木

　
　
　
安
蔵

　
　
真
壁

日
偏
頭
虎
吉
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近世仏塔の意匠と構造②

十
九
、
鍍
阿
寺
多
宝
塔

〔擬
宝
珠
銘
〕

享
和
元
酉
七
月
七
日

浄
勧
童
子

享
和
三
年

亥
四
月
吉
日

当
所
二
丁
目

　
　
大
山
兵
左
ヱ
門
恭
茂
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一
一十
、
那
古
寺
多
宝
塔

〔
心
柱
墨
書
〕
　
『
修
理
工
事
報
告
書
』
に
よ
る

夫

当
山
七
堂
之
堕
多
宝
塔
者
往
出
．
従
草
創
幾
経
年
破
零
亦
有
年
季
薮
再
創
此
粧
霧
自
他
之
寿
響
口
口
堀
時
哉
当
郷

伊
勢
屋
甚
衛
翁
予
興
合
力
仰
舗
素
之
芳
助
積
寸
鉄
尺
木
功
既
成
口
剰
以
其
余
力
本
尊
五
仏
修
補
了
是
歳
口
口
口
口
六
月
先
師

金
剛
山
第
廿
九
世
頼
意
和
上
並
浄
侶
数
屋
之
希
秘
密
陀
羅
尼
之
法
鍵
仰
乞
一
天
下
泰
平
御
武
運
永
久
施
入
道
俗
自
他
法
界
平
等
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
暦
十
一
年
己
歳
六
月
吉
日
修
之

役
僧
西
之
坊
頼
　
　
範

万
人
溝
願
主
　
伊
勢
屋
甚
右
門

　
　
同
　
　
徳
右
ヱ
門

棟
梁
大
工

府
　
中

上
野
庄
右
ヱ
門

那
古
東

加
藤
清
兵
衛

府
　
中

金

子

平
助

沓
見
村

外
問
源
兵
衛

当
　
所

加
藤
新
治
郎

当
　
所

加
藤
和
吉

亀
ケ
原
村

小
柴
久
七

当
所
東

加
藤
平
内

太
挽

船
形
村

鈴
木
吉
助

平
久
里
中
村

小
沢
庄
兵
衛

（
以
下
略
）



一
一十
一
、
最
乗
寺
多
宝
塔

〔心
柱
墨
書
〕

　
　
　
　
　
　
　
造
営
御
掛
竜
穏
寺
閲
明
和
尚
御
代

奉
経
営
宝
塔
一
基
所
翼
皇
図
蟄
固
　
　
寄
語
宋
無
忌
火
光
速
入
地

国
土
昇
平
大
檀
那
身
宮
安
泰
福
寿
　
　
塔
有
壬
癸
神
日
献
四
海
水

綿
延
山
門
鎮
静
吉
祥
如
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
皆
文
久
三
星
次
舎
癸
亥
九
月
落
成

木
坊
補
席
兼
直
歳
保
国
寺
仙
洲
（
花
押
）

功
徳
主
　
某
侯
大
奥

願
主
江
戸
音
羽
高
橋
清
五
郎
藤
原
道
子

天
王
院
宝
禅

棟
梁
　
相

模
匠
藤
原
直
行

　
藤
沢
宿
　
林
嘉
右
衛
門

　
鎌
倉
世
話
方
　
幸
　
吉

　
江
戸
彫
工
後
藤
豊
次
郎

後
見
兼
直
歳

大
松
寺
頁
山

一
一十
一
一
、
長
谷
寺
多
宝
塔

〔棟
札
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

輪
聖
皇
天
長
地
久
当
口
警
日
寺
［
人
法
藁
広
作
仏
事
杢
欄
田
嚇

　
　
　
（
ア
ク
）
　
（
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
方
旦
那
　
　
口
願
及
四
法
界
平
等
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
主
天

中
天
迦
陵
頻
伽
口
　
［
護
梵
繹
四
王
諸
護
法
等
n
八
葉
祖
師

（表
）
（
バ
ン
）
　
　
　
奉
再
営
五
間
晒
五
智
堂
口
壱
字
為
先
師
法
印
頓
証
仏
果
且
者
長
秀
滅
罪
生
善
密
教
口
証
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哀
感
衆
生
者
我
等
今
敬
礼
十
六口
三
十
七
尊
摩
利
聖
衆
教
令
輪
者
五
大
盆
怒
外
金
剛
部
廿
天

　
　
　
（
　
）
　
（
タ
ラ
ー
ク
）
天
下
泰
平
国
家
豊
楽
　
延
享
四
丁
卯
年
三
月
廿
一
日
本
願
沙
門
前
豊
山
住
持
法
印
長
秀
敬
白

（裏
）

本
願
長
秀
俗
姓
者
新
覆
前
差
聾
露
左
衛
門

料資
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薬
E
院
三
重
塔
⌒
初
位
一

新
勝
寺
三
重
塔
一
㍗
手
一

長
谷
寺
多
宝
塔
’
ド
重
．



長
谷
寺
多
宝
塔
（
ヒ
重
㌔

那
占
寺
多
宝
塔
一
ド
市
一

那

古
」
多
宝
塔
一
卜
雪



不
動
院
三
重
塔
　
初
巾

曝
，

墓

黙
、

獣

讃
N
き
≦
　
　
　
　

．

・
蕪

轟
塞

゜
蝿

安
久
津
、
八
幡
行
口
、
一
季
塔
．
担
牽

普
門
寺
、
二
屯
塔
　
社
季



普
門
与
．
、
．
重
塔
．
．
．
巾

安

洞
院
多
宝
塔



総
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青
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ゐ

妙
T l’ 1’

」
！
l

巾
二㌧二

〇
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響
6
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．
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中
塔

ζ
　
ぽ

最
乗
、
－
多
宝
塔

ー
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